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一
、
は
じ
め
に

　

こ
の
和
漢
聯
句
一
座
は
、
天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）
七
月
二
十
六

日
、
甲
府
北
方
の
積
翠
寺
で
行
わ
れ
、
現
在
も
同
寺
に
折
紙
の
形
で
蔵
さ

れ
る
。
武
田
晴
信
（
信
玄
）
ほ
か
十
一
名
が
参
加
し
、
発
句
は
晴
信
、
入

韻
句
（
脇
句
）
は
甲
府
下
向
中
の
権
大
納
言
三
条
西
実
澄
、
第
三
は
恵
林

寺
の
前
住
で
妙
心
寺
派
の
禅
僧
鳳
栖
玄
梁
で
あ
っ
た
。

　

武
田
氏
時
代
の
甲
府
歌
壇
の
催
し
で
、
唯
一
全
貌
が
知
ら
れ
る
の
み
な

ら
ず
、
戦
国
時
代
に
流
行
し
た
和
漢
聯
句
・
漢
和
聯
句
の
、
東
国
に
お
け

る
数
少
な
い
伝
存
作
品
で
も
あ
（
（
（
る
。

　

そ
こ
で
開
催
の
背
景
、
連
衆
の
構
成
、
文
芸
的
な
特
色
な
ど
考
察
し
た

上
で
、
各
句
の
注
釈
を
施
し
、
一
座
の
行
様
を
辿
れ
る
よ
う
に
し
た
。
戦

国
大
名
武
田
氏
の
文
学
活
動
、
あ
る
い
は
室
町
の
地
方
文
芸
と
し
て
評
価

さ
れ
る
た
め
の
基
礎
と
し
た
い
。
た
だ
、
連
歌
や
和
漢
聯
句
は
場
の
感
興

を
命
と
す
る
文
芸
で
、
後
世
の
人
間
が
そ
れ
を
再
現
す
る
こ
と
は
至
難
で

あ
る
。
注
釈
に
は
な
お
迷
う
と
こ
ろ
が
多
々
あ
る
。
識
者
の
批
正
を
乞
う

者
で
あ
る
。

二
、
開
催
の
背
景
─
三
条
西
実
澄
の
甲
斐
下
向

　

天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）
五
月
七
日
、
す
で
に
文
化
人
と
し
て
名
声

高
か
っ
た
三
条
西
実
澄
（
実
世
・
実
枝
）
は
後
奈
良
天
皇
の
綸
旨
（
内
容

は
未
詳
）
を
武
田
晴
信
に
賜
る
べ
く
、
四
辻
季
遠
と
共
に
京
都
を
出
立
し

た
。
駿
府
を
経
て
、
六
月
十
一
日
、
甲
府
に
到
着
し
た
。

　

晴
信
は
、
四
年
前
の
同
十
一
年
に
諏
訪
頼
重
を
滅
ぼ
し
、
諏
訪
・
上
伊

那
を
従
え
た
後
、
本
格
的
な
信
濃
侵
攻
に
着
手
し
、
こ
の
年
の
夏
に
は
佐

久
地
方
を
攻
め
た
。
凱
旋
の
意
気
揚
が
る
と
き
、
勅
使
実
澄
ら
を
迎
え
た

こ
と
に
な
る
。
綸
旨
の
内
容
を
こ
れ
と
関
係
さ
せ
る
見
解
が
あ
（
（
（
る
。
実
澄

は
二
ヶ
月
余
り
を
甲
府
で
過
ご
す
。
こ
の
間
、
七
月
末
か
ら
八
月
初
め
に

か
け
て
諏
訪
・
善
光
寺
ま
で
足
を
伸
ば
し
た
。
こ
れ
は
実
澄
の
希
望
で
あ

ろ
う
が
、
い
っ
ぽ
う
で
拡
大
し
た
版
図
を
示
す
べ
く
、
晴
信
が
踏
査
を
奨

め
た
も
の
で
あ
ろ
（
（
（
う
。

　
「
三
条
西
実
澄
公
甲
信
紀
行
の
歌
」
と
題
す
る
実
澄
の
当
年
の
詠
草
が
伝
わ

っ
て
い
る
（
以
下
、「
甲
信
紀
行
の
歌
」
と
す
（
（
（
る
）。
正
確
に
は
実
澄
の
旅

に
随
従
し
て
い
た
遁
世
歌
人
田
村
長
（
（
（
伝
の
筆
録
で
あ
る
。
錯
簡
と
欠
落
が

あ
る
が
、
そ
の
足
取
り
が
つ
ぶ
さ
に
知
ら
れ
る
。

積
翠
寺
蔵
和
漢
聯
句
「
心
も
て
」
注
釈

─
─
天
文
十
五
年
の
武
田
晴
信
・
三
条
西
実
澄
・
妙
心
寺
派
禅
僧
─
─

小
川
　
剛
生
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甲
府
の
実
澄
は
晴
信
と
盛
ん
に
和
歌
を
贈
答
、
あ
る
い
は
漢
詩
に
唱
和

し
た
。
ま
た
六
月
三
十
日
に
は
和
漢
聯
句
（
晴
信
の
主
催
で
あ
ろ
う
）
に

「
風
や
秋
な
び
く
は
民
の
草
葉
哉
」
と
い
う
発
句
を
贈
り
、
七
月
一
日
、

実
澄
宿
所
に
晴
信
が
参
り
長
延
寺
に
て
当
座
歌
会
が
あ
（
（
（

り
、
十
二
日
に
は

実
澄
が
晴
信
を
訪
ね
て
そ
の
館
に
て
当
座
歌
会
が
あ
る
、
と
い
っ
た
具
合

に
交
流
が
重
ね
ら
れ
た
後
、
積
翠
寺
に
詣
で
、
七
月
二
十
六
日
、
こ
の
和

漢
聯
句
が
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

積
翠
寺
は
甲
府
市
北
方
の
要
害
山
の
南
麓
、
標
高
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を

越
え
る
山
腹
に
あ
る
古
刹
で
あ
る
。
鎌
倉
後
期
、
臨
済
宗
夢
窓
派
の
禅
院

と
し
て
再
興
、
さ
ら
に
晴
信
の
父
信
虎
が
居
館
躑
躅
ヶ
崎
館
の
詰
城
を
造

営
、
同
じ
く
重
臣
の
駒
井
高
白
斎
（
昌
頼
）
が
寺
域
を
整
備
し
た
こ
と
で

大
い
に
発
展
す
る
。
大
永
元
年
（
一
五
二
一
）
十
一
月
三
日
、
晴
信
は
こ

の
地
で
誕
生
し
た
。
ま
た
同
寺
は
こ
の
頃
に
妙
心
寺
派
（
関
山
派
）
に
転

じ
た
。
晴
信
の
妙
心
寺
派
へ
の
帰
依
が
厚
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

当
時
、
積
翠
寺
の
「
高
白
斎
」
に
て
、
歌
会
や
和
漢
聯
句
が
行
わ
れ
た

こ
と
は
為
和
詠
草
に
も
見
え
る
。
こ
の
和
漢
聯
句
も
そ
う
で
あ
ろ
う
。
寺

域
に
昌
頼
の
設
え
た
庵
室
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
客
殿
と
し
て
も
機
能

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
昌
頼
は
晴
信
の
治
世
と
な
っ
て
、
他
大
名
へ
の
使
者

を
務
め
た
ほ
か
、
甲
斐
に
下
向
す
る
公
家
衆
の
接
待
に
も
当
っ
（
（
（

た
。
眺
望

に
優
れ
る
上
、
か
つ
て
は
境
内
に
泉
水
が
あ
り
、
高
さ
八
、
九
尺
の
巨
石

に
滝
と
し
て
落
ち
か
か
っ
て
い
た
。
雅
会
に
ふ
さ
わ
し
い
場
で
あ
る
。
実

澄
も
ま
た
甲
府
滞
在
の
最
後
に
再
び
「
積
翠
寺
高
白
斎
所
」
に
詣
で
て
、

一
泊
し
て
帰
洛
の
途
に
就
い
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
甲
信
紀
行
の
歌
は
、
ち
ょ
う
ど
七
月
十
三
日
か
ら
二
十
七

日
の
間
を
欠
く
の
で
、
積
翠
寺
の
和
漢
聯
句
の
よ
う
す
は
知
り
得
な
い

が
、
二
十
八
日
に
は
実
澄
た
ち
は
既
に
諏
訪
へ
の
道
中
に
あ
り
、
宿
泊
し

た
清
光
寺
（
現
・
北
杜
市
長
坂
町
大
八
田
）
で
の
詠
が
あ
る
か
ら
、
二
十

七
日
に
は
甲
府
を
出
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
る
と
二
十
六
日

の
和
漢
聯
句
は
、
実
澄
を
見
送
る
意
味
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

三
、
連
衆
の
構
成
と
特
色
─
妙
心
寺
派
禅
僧
の
活
躍

　

つ
い
で
連
衆
十
一
名
を
一
覧
し
、
略
伝
を
記
し
た
い
。
公
家
は
一
字
名

を
用
い
て
い
る
が
、
以
下
は
実
名
で
示
す
。
な
お
、
句
上
げ
の
一
部
の
作

者
に
は
注
記
が
あ
り
、
参
考
に
な
る
。
こ
れ
は
後
世
の
補
記
で
は
な
く
、

会
の
開
催
当
時
の
内
容
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

晴
信　
　
　
　

5
句
（
漢
4
和
1
）。
武
田
信
虎
男
。
従
五
位
下
大
膳
大

夫
。
二
十
六
歳
。

龍
（
実
澄
）　

6
句
（
漢
5
和
1
）。
三
条
西
公
条
男
。
正
二
位
権
大
納

言
。
三
十
六
歳
。

鳳
栖　
　
　
　

7
句
（
漢
7
）。
禅
僧
。
法
諱
は
玄
梁
。
妙
心
寺
東
海
派
。

大
宗
宗
弘
の
資
。
天
文
十
三
・
十
四
年
に
塩
山
の
恵
林
寺
に
住
し
、
つ

い
で
甲
府
の
東
光
寺
に
住
し
た
。

蘭
（
季
遠
）　

5
句
（
漢
1
和
4
）。
四
辻
公
音
男
。
従
二
位
権
中
納
言
。

三
十
四
歳
。
武
田
氏
と
関
係
が
深
く
、
甲
府
に
は
生
涯
少
な
く
と
も
五

回
下
向
し
て
い
る
。

台
運　
　
　
　

3
句
（
和
3
）。
甲
信
紀
行
の
歌
に
よ
れ
ば
、
実
澄
の
帰

洛
を
本
栖
ま
で
見
送
り
、
長
伝
と
別
れ
の
歌
を
贈
答
し
て
い
る
。
そ
の

内
容
か
ら
甲
斐
の
人
で
、
か
つ
高
齢
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

其
阿　
　
　
　

4
句
（
和
4
）。
時
僧
。
芝
崎
道
場
と
称
し
た
、
武
蔵
江
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戸
の
日
輪
寺
の
上
座
僧
。
日
輪
寺
は
時
宗
の
三
道
場
の
一
つ
で
、
住
僧

は
連
歌
を
嗜
ん
だ
。

恵
臨　
　
　
　

2
句
（
和
2
）。
実
澄
の
随
従
。
甲
信
紀
行
の
歌
に
所
見
。

信
常　
　
　
　

2
句
（
和
2
）。
大
井
信
達
（
宗
芸
）
男
。
上
野
介
。
晴

信
叔
父
。
和
歌
を
好
む
。

湖
月　
　
　
　

5
句
（
漢
5
）。
禅
僧
。
甲
府
法
泉
寺
に
住
し
た
。
天
文

十
八
年
九
月
鎌
倉
禅
興
寺
、
永
禄
六
年
四
月
京
都
建
仁
寺
に
出
世
し
た

「
湖
月
守
鑑
」
が
お
り
、
同
人
か
（
後
述
）。

長
伝　
　
　
　

3
句
（
和
3
）。
医
師
の
田
村
安
栖
軒
。
号
は
相
玉
。
実

澄
に
随
従
し
た
。
甲
信
紀
行
の
歌
に
所
見
。
家
集
心
珠
詠
藻
あ
（
（
（

り
。

周
誾　
　
　
　

2
句
（
和
2
）。
伝
未
詳
。

　

句
上
げ
に
は
各
人
の
句
数
が
記
さ
れ
る
が
、
不
正
確
で
、
晴
信
・
鳳

栖
・
季
遠
・
台
運
の
そ
れ
は
実
際
と
は
合
わ
な
い
。
な
お
19
に
は
作
者
の

名
が
な
い
が
、
18
と
同
じ
く
鳳
栖
の
句
が
連
続
す
る
た
め
に
記
さ
な
か
っ

た
と
見
ら
れ
（
（
（

る
。

　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

連
衆
の
構
成
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
言
え
る
が
、
二
つ
の
こ

と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

一
つ
は
実
澄
の
存
在
の
大
き
さ
で
あ
る
。
実
澄
は
お
そ
ら
く
当
時
最
も

和
漢
聯
句
に
長
じ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
実
澄
は
十
六
歳
の
大
永
六
年
九
月

九
日
か
ら
、
父
公
条
や
昵
懇
の
廷
臣
と
五
日
ご
と
に
和
漢
聯
句
を
行
っ

た
。
鍛
錬
の
甲
斐
あ
っ
て
、
七
年
五
月
十
九
日
に
は
禁
裏
の
御
会
に
初
参

し
、
九
月
十
三
日
御
会
で
執
筆
を
務
め
、
さ
ら
に
翌
享
禄
元
年
十
月
十
三

日
の
御
会
で
は
発
句
を
出
し
た
（
実
隆
公
記
・
二
水
記
）。
発
句
は
一
座

の
名
手
が
詠
む
も
の
だ
か
ら
早
熟
で
あ
る
。
以
後
、
京
都
の
主
要
な
会
で

実
澄
の
名
を
見
な
い
も
の
は
な
い
。
自
負
も
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の

よ
う
な
名
手
の
来
甲
に
晴
信
は
心
を
動
か
さ
れ
た
筈
で
あ
る
。
た
だ
武
田

氏
一
門
・
家
臣
の
確
実
な
参
加
者
は
大
井
信
常
だ
け
で
あ
る
。
和
漢
聯
句

は
や
は
り
閾
が
高
く
、
容
易
に
は
催
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
に
実
澄
の
旅
に
随
伴
し
た
ら
し
き
人
々
が
混
じ
る
。
台
運
・
恵

臨
・
長
伝
の
三
名
は
甲
信
紀
行
の
歌
に
見
え
、
伝
未
詳
の
周
誾
も
そ
う
か

も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
も
和
句
を
数
句
詠
ん
で
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
非

力
な
彼
ら
が
加
え
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
逆
に
実
澄
の
主
導
性
が
際
立
つ
。

な
お
執
筆
の
役
は
誰
と
も
知
ら
れ
な
い
が
、
上
記
の
う
ち
の
誰
か
で
あ
る

は
ず
で
あ
る
。
ま
た
武
蔵
江
戸
か
ら
参
加
し
た
時
衆
其
阿
は
か
つ
て
実
隆

に
直
接
和
歌
の
指
導
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
（
（1
（
り
、
な
ら
ば
実
澄
と
も
面
識

が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
客
発
句
、
亭
主
脇
と
い
う
慣
例
か
ら
す
れ
ば
、
実
澄
が
主
催
し
た

会
と
な
る
。
実
際
に
は
甲
斐
に
下
向
し
て
き
た
実
澄
が
客
人
で
あ
り
、
現

に
晴
信
の
発
句
は
実
澄
を
歓
迎
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
六
月
三
十
日

の
会
で
は
実
澄
が
発
句
を
詠
ん
で
お
り
、
他
の
会
で
も
そ
う
で
あ
ろ
う
か

ら
、
こ
こ
で
主
客
を
顛
倒
さ
せ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
と
も
あ
れ
こ

の
会
に
つ
い
て
は
実
澄
が
ホ
ス
ト
で
あ
る
。

　

つ
い
で
、
漢
句
衆
の
不
足
を
補
う
禅
僧
の
活
躍
で
あ
る
。
地
方
で
の
和

漢
聯
句
の
催
し
に
あ
る
程
度
共
通
す
る
こ
と
で
あ
る
（
（1
（
が
、
こ
こ
で
専
ら
漢

句
を
出
せ
る
の
は
鳳
栖
と
湖
月
の
二
人
で
あ
る
。
と
く
に
鳳
栖
は
突
出
す

る
。
晴
信
・
実
澄
・
季
遠
が
兼
作
し
た
も
の
の
、
鳳
栖
と
湖
月
が
参
加
す

る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
会
は
初
め
て
和
漢
聯
句
に
な
っ
た
と
さ
え
言
え
る
。

　

鳳
栖
は
実
際
に
甲
斐
に
赴
い
て
、
晴
信
の
帰
依
を
受
け
た
最
初
の
妙
心
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寺
派
禅
僧
と
見
ら
れ
て
い
（
（1
（

る
。
塩
山
の
恵
林
寺
つ
い
で
甲
府
の
東
光
寺
に

住
し
た
。
東
光
寺
は
蘭
渓
道
隆
を
開
山
と
す
る
大
覚
派
の
禅
寺
で
、
鎌
倉

幕
府
に
よ
っ
て
諸
山
と
さ
れ
て
い
た
が
、
鳳
栖
の
止
住
を
契
機
に
妙
心
寺

派
に
転
じ
た
。
地
方
の
諸
山
は
五
山
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、
五
山
が
衰

頽
す
る
と
、
経
営
は
し
ば
し
ば
妙
心
寺
派
に
委
ね
ら
れ
た
。
そ
の
転
派

は
、
再
興
の
形
を
取
り
、
お
お
む
ね
平
和
裡
に
行
わ
れ
た
ら
し
い
。
甲
陽

軍
鑑
巻
一
・
第
四
品
に
よ
れ
ば
、
晴
信
が
自
身
の
宗
旨
を
臨
済
と
す
る
こ

と
を
決
め
て
京
都
五
山
の
長
老
惟
高
妙
安
・
策
彦
周
良
に
相
談
す
る
と
、

両
人
は
固
辞
し
、
か
え
っ
て
「
太
守
の
御
用
に
は
妙
心
寺
派
御
尤
た
る
べ

き
」
と
奨
め
た
。
こ
の
た
め
晴
信
は
妙
心
寺
派
の
岐
秀
元
伯
に
参
禅
し
、

得
度
に
あ
た
り
機
山
信
玄
の
法
名
を
授
け
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
は
脚

色
も
含
ま
れ
る
が
、
甲
斐
の
妙
心
寺
派
勃
興
の
事
情
を
よ
く
物
語
る
。
な

お
、
鳳
栖
は
岐
秀
の
法
兄
で
あ
る
。

　

い
っ
ぽ
う
、
湖
月
は
法
泉
寺
に
住
し
た
と
あ
る
。
法
泉
寺
も
諸
山
と
な

っ
た
夢
窓
派
の
禅
寺
で
あ
る
が
、
や
は
り
こ
の
時
期
に
妙
心
寺
派
に
転
じ

た
ら
し
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
天
文
十
八
年
に
古
河
公
方
足
利
晴
氏
の
公
帖
を
得
て
、
鎌

倉
十
刹
の
禅
興
寺
に
住
し
た
湖
月
守
鑑
と
い
う
禅
僧
が
い
る
。
こ
の
湖
月

守
鑑
は
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
に
、「
田
舎
よ
り
」
晴
氏
の
公
帖
を
京

都
に
送
り
、
天
龍
寺
な
い
し
相
国
寺
の
出
世
を
希
望
し
た
。
結
局
、
建
仁

寺
に
出
世
し
た
が
、
こ
れ
は
妙
心
寺
か
ら
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
足
利
義

輝
側
室
小
侍
従
が
取
り
次
い
だ
と
い
う
（
鹿
苑
院
公
文
帳
・
鹿
苑
日
録
）。

　

湖
月
守
鑑
が
法
泉
寺
の
湖
月
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
甲
斐
に
あ
っ
て
、
ま

ず
地
方
の
諸
山
、
つ
い
で
鎌
倉
の
十
刹
、
さ
ら
に
京
都
五
山
の
順
に
出
世

し
た
こ
と
に
な
り
、
諸
事
吻
合
す
（
（1
（

る
。
湖
月
守
鑑
は
妙
心
寺
派
と
の
関
係

が
深
か
っ
た
ら
し
い
が
、
こ
れ
も
当
時
の
甲
府
の
状
況
に
照
ら
し
て
あ
り

得
る
こ
と
で
あ
る
。
湖
月
は
妙
心
寺
派
と
交
流
す
る
五
山
僧
と
し
て
目
立

つ
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

鳳
栖
は
、
湖
月
と
と
も
に
、
人
数
で
は
圧
倒
的
に
勝
る
和
句
衆
に
対
峙

し
て
、
鮮
や
か
な
漢
句
を
出
し
て
は
一
座
を
進
行
さ
せ
、
存
在
感
を
示
し

て
い
る
。
実
澄
も
自
身
に
匹
敵
す
る
力
量
に
満
足
し
た
で
あ
ろ
う
。
二
人

の
活
躍
は
、
こ
の
時
代
の
地
方
禅
林
の
実
態
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

四
、
文
芸
的
特
色

　

こ
の
和
漢
聯
句
は
、
四
十
四
句
で
完
結
す
る
、「
世
吉
」
と
呼
ば
れ
る

略
式
で
あ
る
。

　

世
吉
連
歌
は
江
戸
期
に
は
あ
る
程
度
流
行
す
る
が
、
戦
国
期
に
は
新
し

か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
し
て
和
漢
聯
句
は
珍
し
（
（1
（

い
。
し
か
し
当
時
、
全

く
例
が
な
い
訳
で
は
な
く
、
鷲
尾
隆
康
の
日
記
、
二
水
記
大
永
元
年
（
一

五
二
一
）
五
月
十
二
日
条
に
、

早
朝
参
竹
園

（
貞
敦
親
王
）、

有
御
相
伴
事
、
式高
辻

卩
大
輔
（
章
長
）近

日
可
下
国
云
々
、
仍
被

召
之
了
、
食
後
和
漢
四
十
四
句
有
之
、
午
後
参
内
、

と
あ
る
。
高
辻
章
長
の
越
前
下
向
を
送
る
伏
見
宮
で
の
朝
食
に
陪
し
、
そ

の
後
和
漢
聯
句
に
出
て
、
午
後
参
内
し
た
と
い
う
。
時
間
的
な
制
約
、
ま

た
四
十
四
句
は
「
始
終
良
久
」
に
通
ず
る
た
め
、
餞
別
に
相
応
し
い
と
選

択
さ
れ
た
ら
し
く
思
え
る
。
永
禄
十
年
五
月
九
日
、
駿
河
清
見
寺
で
張
行

の
「
四
十
四
句
」
も
和
漢
ら
し
い
（
紹
巴
富
士
見
道
記
）。

　

さ
ら
に
世
吉
の
特
色
に
つ
い
て
、
比
較
的
事
例
の
多
い
連
歌
の
例
を
参

照
し
て
考
え
た
い
。

　

江
戸
後
期
の
連
歌
師
阪
昌
成
は
、
世
吉
連
歌
は
、
連
歌
師
の
周
桂
（
一
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四
七
〇
～
一
五
四
四
）・
宗
養
（
一
五
二
六
～
六
三
）・
昌
休
（
一
五
一
〇

～
五
二
）
の
頃
よ
り
現
れ
、
百
韻
か
ら
初
折
と
名
残
折
と
を
合
わ
せ
た
、

略
式
の
も
の
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
（
（1
（
る
。
こ
れ
は
実
際
に
照
ら
し
て
も
だ

い
た
い
正
確
の
よ
う
で
あ
る
。

　

世
吉
の
形
式
は
戦
国
期
に
起
こ
り
、
か
つ
何
か
と
制
約
の
多
か
っ
た
地

方
で
好
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
式
目
の
詳
細
は
知
り
得
な
い
が
、

お
お
よ
そ
百
韻
の
そ
れ
を
踏
襲
し
一
部
で
は
緩
和
し
た
も
の
で
あ
り
、
初

折
・
名
残
折
の
二
紙
四
面
で
完
結
す
る
点
で
は
む
し
ろ
歌
仙
に
近
い
か
と

推
測
で
き
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
こ
の
和
漢
聯
句
の
特
色
を
、
漢
和
法
式
の
定
め
る
と

こ
ろ
と
対
比
し
て
順
不
同
に
挙
げ
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

⑴　

和
漢　

百
韻
で
は
和
漢
が
各
五
十
句
と
な
る
よ
う
完
結
す
る
の
が
法

則
で
あ
る
。
ま
た
面
八
句
も
和
漢
を
そ
れ
ぞ
れ
四
句
と
し
、
漢
句
の
対

句
一
対
を
混
ぜ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
和
漢
聯
句
で
は
た
し
か
に
各
二
十

二
句
と
な
っ
て
い
る
が
、
面
八
句
で
は
和
五
、
漢
三
で
あ
り
、
当
然
対

句
も
作
れ
な
い
。
ち
ょ
う
ど
中
間
、
初
折
の
裏
、
22
を
付
け
た
時
点

で
、
和
漢
が
各
十
一
句
と
等
分
す
る
。
15
～
19
で
漢
句
を
五
句
連
続
さ

せ
て
、
不
足
を
挽
回
し
た
跡
が
窺
え
る
。

⑵　

花
月　

百
韻
で
は
四
花
七
月
、
歌
仙
は
二
花
三
月
と
さ
れ
る
が
、
世

吉
連
歌
も
二
花
三
月
で
あ
る
よ
う
で
、
こ
の
和
漢
聯
句
も
同
じ
で
あ

る
。
な
お
百
韻
の
花
四
句
は
和
漢
そ
れ
ぞ
れ
二
句
づ
つ
を
出
す
こ
と
に

な
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
う
い
う
配
慮
は
な
い
。
三
月
は
夏
月
・
秋
月
・

春
月
と
な
っ
て
お
り
、
分
散
さ
せ
た
か
。

⑶　

一
座
何
句
物　

百
韻
で
は
着
想
の
繰
り
返
し
を
避
け
る
た
め
、
同
一

題
材
の
複
数
回
の
使
用
に
は
一
句
物
か
ら
五
句
物
ま
で
細
か
な
制
限
が

あ
る
。
世
吉
の
場
合
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
か
、
半
減
さ
せ
る

か
（
た
と
え
ば
一
座
四
句
物
な
ら
ば
二
句
物
と
す
る
）
両
様
が
あ
り
、

宗
匠
の
考
え
に
委
ね
る
と
も
い
う
が
（
連
歌
百
談
・
八
十
五
）、
現
実

に
は
せ
い
ぜ
い
二
句
物
に
注
意
す
れ
ば
事
足
り
る
。
ま
た
和
漢
の
百
韻

で
は
二
句
物
は
和
句
漢
句
各
一
と
い
う
が
、
こ
れ
は
無
視
さ
れ
る
。

⑷　

句
数　

百
韻
で
は
和
句
・
漢
句
そ
れ
ぞ
れ
連
続
は
五
句
ま
で
（
漢
句

は
対
句
が
あ
れ
ば
六
句
ま
で
許
容
）
と
い
う
規
定
が
あ
る
。
こ
れ
は
遵

守
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
春
・
秋
の
句
の
連
続
は
三
～
五
句
、
恋
は
二

～
五
句
、
夏
・
冬
・
山
類
・
水
辺
・
居
所
・
夜
分
・
神
祇
・
釈
教
・
述

懐
・
旅
は
三
句
ま
で
と
い
う
規
定
が
あ
る
が
、
実
際
は
春
・
秋
・
恋
の

句
は
最
小
限
の
連
続
で
離
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
和
漢

で
も
春
秋
は
三
句
続
き
、
恋
は
二
句
続
き
を
守
っ
て
い
る
。

⑸　

去
嫌　

31
「
采
」
32
「
槐
」
は
28
「
花
」
に
（
木
は
三
句
去
り
）、

34
「
草
」
は
32
「
槐
」
に
（
木
と
草
は
二
句
去
り
）、
そ
れ
ぞ
れ
抵
触

す
る
。
ま
た
16
～
18
で
水
辺
の
体
・
用
・
体
と
な
る
。
や
や
目
立
つ
感

も
あ
る
が
、
世
吉
で
は
句
去
り
の
厳
守
は
難
し
か
っ
た
も
の
か
。

⑹　

平
仄
・
韻
字　

漢
句
で
平
仄
を
見
る
と
、
25
の
第
四
字
が
孤
平
、
44

が
下
三
平
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
孤
平
は
第
二
字
以
外
問
題
と
さ
れ
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
押
韻
字
は
上
平
声
第
十
灰
韻
で
、
十
句
に

押
韻
す
る
が
、
韻
字
に
珍
奇
な
も
の
は
な
く
、
韻
府
群
玉
の
範
疇
に
収

ま
っ
て
い
る
。

⑺　

典
拠　

和
句
・
漢
句
の
変
わ
り
目
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
境
を
引
き
取

り
転
ず
る
と
こ
ろ
が
和
漢
聯
句
の
妙
味
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
漢
句
衆

の
鳳
栖
・
湖
月
が
活
躍
し
て
い
る
。

　
　

7
水
上
も
わ
か
ず
落
く
る
瀧
見
え
て　
　

恵
臨
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8
龍
門
魚
曝
腮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湖
月

　
　

前
句
は
増
水
し
た
滝
の
景
、
こ
れ
を
龍
門
と
し
た
の
は
分
か
り
易
い

が
、
登
竜
門
の
典
拠
と
な
っ
た
後
漢
書
の
李
膺
伝
の
注
を
参
照
し
て
、

登
れ
な
か
っ
た
魚
が
恨
め
し
く
上
を
見
て
い
る
さ
ま
と
し
た
。

　
　

33
ゆ
く
心
千
里
隔
つ
る
波
も
な
し　
　
　

蘭

　
　

34
幾
度
緑
徘
徊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳳
栖

　

前
句
は
本
歌
の
「
は
る
か
な
る
も
ろ
こ
し
ま
で
も
ゆ
く
物
は
秋
の
寝
覚

め
の
心
な
り
け
り
」
に
よ
り
、
秋
の
寝
覚
め
の
心
は
遠
く
行
く
と
詠
ん
で

い
る
が
、
付
句
で
、
匈
奴
に
捕
ら
わ
れ
た
漢
の
蘇
武
に
と
り
な
し
た
。
望

郷
の
念
の
募
る
余
り
、
沙
漠
の
地
で
見
る
夢
の
う
ち
で
「
幾
度
か
緑
徘
徊

す
」
と
し
た
の
は
句
境
と
し
て
も
上
乗
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
鳳
栖
の
句

は
、
他
に
も
、
3
は
杜
詩
に
、
12
は
周
易
に
、
36
は
「
賈
島
仏
」
と
、
い

ず
れ
も
故
事
典
拠
を
踏
ま
え
、
か
な
り
ひ
ね
っ
て
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

学
識
を
垣
間
見
さ
せ
る
。

　

晴
信
の
漢
句
は
素
直
な
付
け
方
で
あ
る
が
、
和
歌
に
付
け
た
漢
句
が
三

句
も
あ
る
の
は
自
信
の
現
れ
で
あ
ろ
う
（
11
・
25
・
43
）。
や
は
り
故
事

典
拠
の
理
解
の
深
さ
が
窺
え
る
。
詩
作
に
耽
っ
て
板
垣
信
方
に
諫
め
ら
れ

た
甲
陽
軍
鑑
巻
九
・
第
十
九
品
の
逸
話
は
有
名
で
、
軍
馬
の
間
に
培
わ
れ

た
教
養
の
高
さ
を
物
語
る
。

　

な
お
、
晴
信
は
前
句
の
「
友
鶴
」
か
ら
仙
術
の
「
縮
地
」
を
出
し

（
25
）、
湖
月
は
「
わ
す
る
ゝ
草
」
か
ら
「
兄
弟
」
を
付
け
（
41
）、
和
句

を
漢
句
へ
移
す
の
に
故
事
を
用
い
た
が
、
こ
れ
は
本
邦
で
独
自
の
変
容
を

遂
げ
た
漢
故
事
、
な
い
し
漢
故
事
に
擬
装
さ
れ
た
本
邦
の
説
話
と
い
え

る
。
漢
句
が
し
ば
し
ば
こ
う
し
た
出
所
不
明
の
典
拠
に
基
づ
く
の
も
こ
の

時
期
の
特
色
で
あ
る
。

五
、
小　

結

　

積
翠
寺
和
漢
聯
句
の
意
義
を
、
歴
史
・
文
芸
の
両
面
か
ら
考
察
し
た
。

地
方
歌
壇
の
史
料
の
乏
し
さ
に
よ
っ
て
推
定
に
頼
る
面
も
あ
る
が
、
同
時

代
の
事
例
を
集
め
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
の
類
推
は
で
き
た
。

　

そ
の
上
で
ま
と
め
れ
ば
、
武
田
氏
の
文
事
で
あ
る
と
共
に
、
ま
ず
、
三

条
西
実
澄
な
く
し
て
は
成
立
し
得
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
実
澄
と
甲
府
と

の
縁
が
初
め
て
生
じ
た
年
の
催
し
で
あ
る
こ
と
は
象
徴
的
で
あ
っ
た
。

　

実
澄
は
さ
す
が
才
人
で
あ
り
、
和
漢
と
も
そ
つ
が
な
い
が
、
六
句
の
う

ち
、
晴
信
の
句
に
付
け
た
の
が
三
句
、
鳳
栖
の
句
に
付
け
た
の
が
二
句
あ

り
、
こ
の
二
人
を
実
澄
が
フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
進
む
の
が
行
様
の
特
徴
で

あ
っ
た
。
な
お
他
の
和
句
衆
は
、
最
も
多
い
季
遠
以
下
い
さ
さ
か
個
性
に

乏
し
い
が
、
実
澄
に
随
従
し
て
い
た
せ
い
か
と
く
に
破
綻
は
な
い
。

　

そ
し
て
実
澄
に
伍
し
得
た
鳳
栖
・
湖
月
の
存
在
も
欠
か
せ
な
い
。
戦
国

期
の
和
漢
聯
句
は
、
早
く
駿
河
の
今
川
義
元
の
も
と
で
活
況
を
呈
し
、
遅

れ
て
は
越
後
の
直
江
兼
続
が
頻
り
に
行
っ
た
が
、
こ
れ
は
妙
心
寺
派
の
東

海
へ
の
進
出
と
連
動
す
る
。
妙
心
寺
派
の
禅
僧
は
戦
国
大
名
と
の
交
際
に

あ
た
り
、
和
漢
聯
句
を
よ
く
用
い
、
実
際
、
名
手
が
多
（
（1
（
い
。
義
元
に
は
太

原
崇
孚
の
、
兼
続
に
は
南
化
玄
興
の
、
そ
れ
ぞ
れ
多
大
な
感
化
が
あ
っ

た
。
晴
信
の
も
と
で
活
動
し
た
鳳
栖
も
そ
の
位
置
に
あ
り
、
和
漢
聯
句
の

東
漸
に
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。

　

地
方
で
の
催
し
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
制
限
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
、
実
際
、
停
滞
を
実
澄
や
鳳
栖
に
救
わ
れ
た
感
も
あ
る
が
、
総
じ
て
成

功
し
た
一
座
で
あ
る
と
い
え
る
。
逆
に
、
連
歌
で
は
な
く
、
敢
え
て
和
漢

聯
句
が
企
画
さ
れ
る
た
め
に
は
何
が
必
要
で
あ
っ
た
か
を
も
推
察
す
る
こ
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と
も
で
き
る
。

　

最
後
に
、
こ
の
和
漢
聯
句
唯
一
の
伝
本
で
あ
り
、
注
釈
の
底
本
と
し
た

積
翠
寺
蔵
本
の
書
誌
を
記
す
。

　

折
紙
（
一
八
・
九
×
五
二
・
四
）
を
二
枚
、
紙
縒
で
結
び
綴
じ
に
す

る
。
料
紙
は
斐
楮
交
漉
の
打
紙
、
江
戸
前
期
の
写
し
。
全
文
一
筆
と
認
め

ら
れ
る
。
字
高
一
六
・
五
、
漢
句
・
和
句
と
も
句
・
作
者
一
行
書
（
（1
（
き
、
末

尾
に
二
段
で
句
上
げ
を
記
す
。
木
箱
は
近
代
の
も
の
、
包
紙
・
鑑
定
書
な

ど
伝
来
を
窺
わ
せ
る
附
属
品
は
な
い
。

　

書
写
の
態
度
は
丁
寧
で
、
用
字
も
特
殊
で
は
な
い
が
、
曖
昧
な
字
形
も

あ
り
、
翻
刻
に
よ
っ
て
判
読
が
分
か
れ
る
文
字
が
若
干
あ
る
。
な
お
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
蔵
影
写
本
が
あ
り
、
翻
刻
と
し
て
は
注
1
に
掲
げ
た
諸

論
攷
の
ほ
か
、『
甲
府
市
史　

史
料
編
1　

原
始
・
古
代
・
中
世
』（
甲
府

市
、
一
九
八
九
年
）、『
室
町
後
期　

和
漢
聯
句
作
品
集
成
』（
臨
川
書

店
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。

注（1
）　

大
日
本
史
料
第
十
編
之
十
五
、
天
正
元
年
四
月
十
二
日
条
に
一
部
掲
載
。
清

水
茂
夫
「
武
田
信
玄
の
文
芸
」（
甲
府
市
史
研
究
5　

一
九
八
八
年
九
月
）、
河

住
玄
『
武
田
信
玄
公
の
詩
歌（
下
）』（
欣
求
庵
、
一
九
八
八
年
）、
村
松
定
史

「
武
田
晴
信
『
倭
漢
聯
句
』
の
こ
と
」（
日
本
連
句
協
会
編
『
2
0
0
3
連
句

年
鑑
』
二
〇
〇
三
年
九
月
）、
荻
原
留
則
『
積
翠
寺
の
倭
漢
聯
句
解
読
（
未

刊
）』（
志
村
司
郎
編
、
私
家
版
、
二
〇
一
二
年
）、
海
老
沼
真
治
「
和
漢
聯
句

と
甲
州
法
度
之
次
第
」（
武
田
氏
研
究
会
編
『
武
田
氏
年
表　

信
虎
・
信
玄
・

勝
頼
』
高
志
書
院　

二
〇
一
〇
年
二
月
）、
橋
本
照
雄
『
武
田
信
玄
公
「
倭
漢

聯
句
─
万
松
山
積
翠
寺
蔵
」』（
私
家
版
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
。

（
2
）　

綸
旨
の
内
容
に
つ
い
て
、
渡
辺
世
祐
『
武
田
信
玄
の
経
綸
と
修
養
』（
新
人

物
往
来
社
、
一
九
七
一
年
）
は
、「
甲
斐
・
信
濃
に
お
い
て
新
た
に
御
料
所
進

献
を
諭
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
（
二
三
〇
頁
）、
柴
辻
俊
六
「
戦
国
期

武
田
氏
の
京
都
外
交
」（
武
田
氏
研
究
26　

二
〇
〇
二
年
三
月
）
も
踏
襲
す

る
。
い
っ
ぽ
う
秋
山
敬
『
甲
斐
武
田
氏
と
国
人
の
中
世
』（
岩
田
書
院
、
二
〇

一
四
年
）
第
一
編
第
三
章
「
四
辻
季
遠
の
甲
斐
下
向
と
そ
の
目
的
─
武
田
晴
信

の
対
朝
廷
策
と
関
連
さ
せ
て
」
は
、
四
位
信
濃
守
に
叙
任
す
る
も
の
か
と
す
る

（
こ
の
場
合
は
、
口
宣
案
を
綸
旨
と
称
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
例
が
な
い
訳
で

は
な
い
）。
高
白
斎
記
（
甲
陽
日
記
）
に
よ
れ
ば
、
到
来
直
後
に
は
「
綸
旨
之

御
祝
儀
」
を
行
っ
て
お
り
、
晴
信
が
発
給
を
切
望
し
て
い
た
感
を
受
け
る
。
そ

し
て
八
月
十
九
日
、
帰
京
す
る
実
澄
に
、
晴
信
が
来
年
よ
り
一
万
疋
を
信
濃
の

御
料
所
と
し
て
献
上
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
さ
ら
に
「
信
州
十
二
郡
入
手
候
者

参
万
疋
加
増
可
申
付
」
と
し
て
い
る
（
な
お
、
信
濃
国
は
十
郡
で
あ
る
が
、
木

曽
を
二
郡
と
し
て
加
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
。）。
信
濃
の
敵
対
す
る
勢
力
へ
の
治

罰
綸
旨
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
か
。

（
3
）　

甲
信
紀
行
の
歌
で
は
、
諏
訪
ま
で
の
道
行
き
は
記
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
諏

訪
か
ら
善
光
寺
の
間
は
記
事
も
歌
も
な
く
（
姨
捨
山
の
よ
う
な
名
所
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
）、
善
光
寺
で
の
詠
六
首
が
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
（
う
ち
五

首
は
心
珠
詠
藻
に
も
見
え
る
）。
但
し
、
実
澄
が
信
濃
へ
の
軍
事
行
動
を
承
知

し
て
い
た
の
は
諏
訪
郡
代
で
あ
っ
た
板
垣
信
方
に
、「
草
も
木
も
な
び
か
ざ
ら

め
や
道
し
あ
る
し
な
の
ゝ
ま
弓
ひ
く
に
ま
か
せ
て
」
と
い
う
歌
を
贈
っ
た
こ
と

で
も
分
か
る
。
別
稿
に
て
詳
し
く
論
じ
た
い
。

（
4
）　

原
本
は
三
条
西
家
蔵
だ
が
現
在
所
在
不
明
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
福

井
久
蔵
に
よ
る
影
写
本
（
井
上
宗
雄
氏
旧
蔵
）
が
伝
わ
る
の
み
。
引
用
は
筆
者

撮
影
の
写
真
に
よ
る
。
翻
刻
は
伊
藤
敬
『
室
町
時
代
和
歌
史
論
』（
新
典
社　

二
〇
〇
五
年
）
第
五
章
・
六
「
実
枝
」
に
収
め
ら
れ
る
。

（
5
）　

小
川
「
心
珠
詠
藻
の
作
者
─
戦
国
大
名
と
在
国
公
家
と
の
は
ざ
ま
に
て
」

（
文
学
13-

5　

二
〇
一
二
年
九
月
）
参
照
。

（
6
）　

長
延
寺
（
現
在
の
光
沢
寺
）
は
一
蓮
寺
の
西
隣
に
所
在
し
た
。
注（
2
）前
掲

秋
山
著
書
第
三
編
第
二
章
「
一
蓮
寺
門
前
町
の
成
立
」
参
照
。
下
向
す
る
公
家

は
時
衆
と
も
交
流
も
深
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
附
近
に
寄
宿
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
7
）　

平
山
優
「
駒
井
高
白
斎
の
政
治
的
地
位
」（
戦
国
史
研
究
39　

二
〇
〇
〇
年

二
月
）。
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（
8
）　

注（
5
）前
掲
拙
稿
参
照
。

（
9
）　

和
漢
聯
句
・
漢
和
聯
句
で
は
、
句
が
続
か
ず
停
滞
し
た
場
合
、
同
一
作
者
が

自
分
の
句
に
付
け
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
慶
長
六
年
（
一
六
〇

一
）、
直
江
兼
続
が
米
沢
で
主
催
し
た
漢
和
聯
句
で
も
、

　
　
　
　

65　

暑
於
槐
蔭
避　

兼
続

　
　
　
　

66　

松
操
祝
元
正　

兼
続

　
　

と
兼
続
の
句
が
二
句
連
続
し
て
い
る
。
こ
れ
も
地
方
ゆ
え
の
漢
句
衆
の
不
足
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
川
崎
美
穏
「
慶
長
六
年
十
月
四
日
漢
倭
聯
句
「
落
葉
雨

天
下
」
注
釈
─
直
江
兼
続
主
催
の
漢
倭
聯
句
」（
慶
應
義
塾
高
等
学
校
紀
要

51
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
）
参
照
。

（
10
）　

こ
れ
よ
り
十
五
年
前
、
実
隆
公
記
享
禄
元
年
十
月
四
・
七
日
条
に
、
実
隆
に

面
会
し
、
詠
草
の
合
点
を
依
頼
し
た
「
関
東
時
衆
」
の
「
善
福
寺
其
阿
」
が
い

る
。
関
東
で
時
宗
の
善
福
寺
と
い
え
ば
、
武
蔵
品
河
の
そ
れ
で
あ
る
。
も
と
よ

り
同
名
異
人
が
多
い
が
、
こ
の
其
阿
が
、
や
が
て
江
戸
日
輪
寺
に
移
住
し
た
の

で
は
な
い
か
。

（
11
）　

小
山
市
立
博
物
館
蔵
石
塚
文
書
（
全
六
点
）
の
う
ち
に
、
戦
国
末
期
の
も
の

ら
し
い
「
和
漢
連
句
」
が
含
ま
れ
る
。
初
折
の
み
の
残
闕
で
、
作
者
は
十
一

名
、
う
ち
漢
句
衆
は
三
人
、
二
十
二
句
の
う
ち
和
句
は
一
七
、
漢
句
は
五
と
著

し
い
不
均
等
が
生
じ
て
い
る
（
こ
こ
か
ら
ほ
ん
ら
い
世
吉
で
は
な
く
百
韻
で
あ

ろ
う
と
推
測
で
き
る
）。

　
　
　

石
塚
氏
は
阿
（
安
）
房
神
社
（
小
山
市
）
の
社
家
粟
宮
氏
の
一
門
で
、
栗
橋

城
主
野
田
弘
朝
（
天
文
・
永
禄
頃
の
人
）
に
仕
え
た
武
士
で
あ
る
。
文
書
五
点

の
本
文
は
『
小
山
市
史　

史
料
編
・
中
世
』
や
佐
久
間
弘
行
「
小
山
市
立
博
物

館
所
蔵
『
石
塚
文
書
』・『
大
橋
文
書
』（
資
料
紹
介
）」（
小
山
市
立
博
物
館
研

究
紀
要
3　

一
九
九
二
年
三
月
）
で
考
察
さ
れ
て
い
る
が
、「
和
漢
連
句
」
は

未
紹
介
。
実
物
を
調
査
で
き
た
の
で
つ
い
で
に
報
告
す
る
。「
和
漢
聯
句
」
と

題
し
、
発
句
は
「
こ
と
し
生
の
竹
に
か
く
る
ゝ
軒
端
哉　

源
永
」、
入
韻
句
は

「
聴
月
緑
陰
鵑　

弃
瓢
」。
伝
来
は
一
切
不
明
で
、
石
塚
氏
・
野
田
氏
と
の
関

係
も
分
か
ら
な
い
が
、
入
韻
句
作
者
の
「
弃
瓢
」
は
、
諏
訪
上
社
権
祝
家
矢
島

氏
か
。
弃
瓢
は
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
前
後
、
信
濃
下
伊
那
の
国
人
知
久
頼

久
に
仕
え
て
お
り
（
矢
島
文
書
・
同
年
五
月
二
十
三
日
矢
嶋
弃
瓢
書
状
）、
知

久
氏
は
徳
川
家
康
に
従
っ
て
関
東
に
転
戦
し
た
の
で
、
石
塚
氏
・
野
田
氏
と
の

接
触
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
（
な
お
矢
島
文
書
は
「
弁
瓢
」
と
読
ま
れ
て
い

る
が
、「
弃
瓢
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。「
弃
瓢
」
で
あ
れ
ば
許
由
の
故

事
に
因
む
名
前
に
な
る
）。
こ
の
推
定
が
正
し
い
な
ら
ば
、
戦
国
期
の
甲
信
か

関
東
で
の
数
少
な
い
遺
品
と
な
る
。

（
12
）　

野
村
常
重
「
武
田
信
玄
と
関
山
派
の
僧
」（
歴
史
地
理
71-

2
・
4
、
一
九
三

八
年
二
・
四
月
）、
横
山
住
雄
『
武
田
信
玄
と
快
川
和
尚
』（
戎
光
祥
出
版
、
二

〇
一
一
年
）、
岩
永
紘
和
「
戦
国
期
東
海
・
甲
信
地
方
に
お
け
る
臨
済
宗
妙
心

寺
派
の
地
方
展
開
」（
信
濃
［
第
三
次
］
72-

8　

二
〇
二
〇
年
八
月
）
な
ど
。

（
13
）　

阿
部
能
久
『
戦
国
期
関
東
公
方
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）

第
三
章
第
二
節
「
関
東
公
方
の
関
東
禅
院
支
配
─
公
帖
の
分
析
を
通
し
て
」
に

よ
れ
ば
、
当
時
、
古
河
公
方
が
鎌
倉
禅
興
寺
の
公
帖
を
発
給
し
た
の
は
地
方
の

諸
山
に
住
し
た
者
に
限
ら
れ
、
ま
た
す
べ
て
が
座
公
文
と
み
な
さ
れ
る
。
法
泉

寺
の
住
持
で
あ
っ
た
湖
月
は
よ
く
条
件
に
叶
う
。
と
こ
ろ
で
、
同
じ
く
甲
陽
軍

鑑
に
は
「
く
わ
ん
し
ゅ
そ
（
鑑
首
座
）」
と
い
う
禅
僧
が
登
場
す
る
。
議
論
好

き
で
、
快
川
に
も
法
問
を
仕
掛
け
た
。
晴
信
に
認
め
ら
れ
、
信
勝
（
勝
頼
の

子
）
の
師
範
と
な
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
「
鑑
首
座
」
は
湖
月
守
鑑
と
は
別
人
で

あ
ろ
う
が
、
妙
心
寺
派
と
共
存
し
た
、
甲
府
の
五
山
僧
の
横
顔
を
伝
え
る
。

（
14
）　

福
井
久
蔵
は
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
二
月
十
七
日
の
世
吉
和
漢
聯
句
を
現

存
最
古
と
す
る
が
、
こ
れ
は
百
韻
で
あ
る
。『
連
歌
の
史
的
研
究　

後
篇
』（
有

精
堂
、
一
九
六
九
年
）
四
〇
五
頁
。

（
15
）　

連
歌
集
書
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）
第
九
六
冊
「
世
吉
連
哥
之
事
」
に
よ
る
。
現

在
、
内
容
の
知
ら
れ
る
最
古
の
世
吉
連
歌
は
享
禄
元
年
十
月
七
日
、
東
寺
で
の

山
何
世
吉
「
小
春
と
て
」
で
あ
り
、
伊
予
の
大
山
祇
神
社
奉
納
連
歌
が
こ
れ
に

続
く
。
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
四
月
か
ら
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
四
月

ま
で
の
間
に
九
点
も
の
世
吉
連
歌
の
懐
紙
原
本
が
同
社
に
伝
来
す
る
。
懐
紙
の

書
式
は
確
か
に
昌
成
の
語
る
通
り
で
、
ま
た
端
作
り
は
百
韻
と
違
わ
な
い
。
さ

ら
に
永
禄
九
年
八
月
二
十
一
日
の
何
人
世
吉
「
み
る
め
に
も
」
が
あ
る
。
こ
れ

は
佐
渡
国
羽
茂
（
現
佐
渡
市
羽
茂
町
）
に
お
い
て
、
飛
鳥
井
雅
敦
を
迎
え
て
現

地
の
国
人
本
間
高
季
が
興
行
し
た
も
の
。
連
歌
（
京
都
女
子
大
学
附
属
図
書
館

吉
沢
文
庫
蔵
、
三
冊
、
江
戸
前
期
写
、
飛
鳥
井
雅
庸
筆
か
）
第
二
冊
所
収
。



─124─

（
16
）　

妙
心
寺
派
禅
僧
と
東
国
大
名
の
文
事
と
の
関
係
は
、
拙
稿
「
戦
国
大
名
と
和

漢
聯
句
─
駿
河
今
川
氏
を
中
心
に
」（
国
語
国
文
87-

7　

二
〇
一
八
年
七

月
）、「
今
川
文
化
の
歴
史
的
意
味
─
和
漢
聯
句
を
視
座
と
し
て
」（
黒
田
基
樹

編
『
戦
国
大
名
の
新
研
究
1
今
川
義
元
と
そ
の
時
代
』
戎
光
祥
出
版　

二
〇
一

九
年
）
参
照
。

（
17
）　

第
一
紙
表
裏
に
そ
れ
ぞ
れ
一
四
句
・
一
六
句
、
第
二
紙
表
に
一
四
句
を
記

し
、
裏
は
句
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
世
吉
連
歌
の
書
式
（
八
・
一
四
・

一
四
・
八
）
に
は
外
れ
、
ま
た
法
量
も
当
時
よ
く
用
い
ら
れ
た
連
歌
懐
紙
よ
り

か
な
り
大
き
い
印
象
が
あ
る
。
後
世
の
転
写
で
あ
っ
て
、
懐
紙
の
形
式
を
摸
し

た
に
し
て
も
、
原
懐
紙
の
姿
を
そ
の
ま
ま
止
め
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
れ

を
指
し
て
「
懐
紙
写
」
と
す
る
表
現
は
適
切
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

附
、
注
釈

（
凡
例
）

一
、
積
翠
寺
蔵
和
漢
聯
句
を
注
釈
し
た
。
ま
ず
底
本
の
翻
刻
を
掲
げ
、
つ

い
で
各
句
の
注
釈
を
載
せ
た
。

二
、
翻
刻
は
句
読
に
算
用
数
字
で
通
し
番
号
を
付
し
た
ほ
か
は
、
原
本
の

体
裁
や
字
体
を
で
き
る
だ
け
忠
実
に
保
存
し
た
。

三
、
注
釈
は
、
最
初
に
句
の
本
文
を
掲
げ
た
。
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体

に
改
め
、
ま
た
濁
点
を
付
し
た
。
漢
句
で
は
左
に
平
○
・
仄
●
・
押
韻

字
◎
の
記
号
を
傍
記
し
、
読
み
下
し
を
下
に
（　
　

）
に
示
し
た
。
つ

い
で
式
目
、
語
釈
、
句
意
、
付
合
の
順
に
項
目
を
立
て
て
解
説
し
た
。

1
、
平
仄
・
韻
字
は
広
韻
お
よ
び
韻
府
群
玉
に
よ
っ
た
。

2
、
式
目
は
季
・
題
材
・
物
数
の
あ
る
語
な
ど
を
記
し
た
。
連
歌
新
式

お
よ
び
追
加
・
新
式
今
案
・
和
漢
篇
・
漢
和
法
式
を
参
照
し
た
。

①
四
季
の
句
は
（　
　

）
に
そ
の
根
拠
を
記
し
た
。

②
題
材
は
光
物
・
時
分
・
聳
物
・
降
物
・
山
類
・
水
辺
・
動
物
（
獣

鳥
）・
植
物
（
草
木
）・
人
倫
・
居
所
・
衣
類
・
旅
・
名
所
・
恋
・

述
懐
を
判
別
し
て
示
し
た
。

③
一
座
何
句
物
は
、
使
用
上
限
回
数
と
、
用
い
ら
れ
た
回
数
を
記
し

た
。
た
と
え
ば
「
④
原
1
」
と
あ
っ
た
ら
、「
原
」
は
一
座
四
句

物
で
、
そ
の
句
で
一
回
目
に
使
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

3
、
語
釈
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
和
歌
・
連
歌
・
散
文
で
の
用
例
を

読
み
や
す
い
形
に
し
て
示
し
た
。
漢
文
の
引
用
は
書
き
下
し
を

（　
　

）
に
入
れ
て
直
後
に
置
い
た
。

4
、
句
意
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
（　
　

）
に
入
れ
て
語
句
を
補
っ

た
。

5
、
付
合
で
は
、
寄
合
、
本
歌
・
本
説
、
句
の
付
け
筋
を
解
説
し
た
。

寄
合
語
は
、
連
珠
合
壁
集
（
木
藤
才
蔵
ほ
か
校
注
『
連
歌
論
集　

一
』〔
三
弥
井
書
店
、
一
九
七
二
年
〕
所
収
）、
随
葉
集
・
拾
花
集
・

竹
馬
集
（
深
沢
眞
二
編
『
近
世
初
期
刊
行　

連
歌
寄
合
書
三
種
集

成
』〔
清
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
〕
所
収
）
で
確
認
し
、
そ
の
関
係
を

「
萩
→
雁
が
ね
」（
竹
馬
）
の
よ
う
な
形
で
示
し
た
。
典
拠
は
略
称

を
用
い
た
。

四
、
末
尾
に
式
目
表
を
作
成
し
た
。
去
嫌
の
法
式
に
違
反
す
る
と
こ
ろ
は

網
を
掛
け
た
。
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（
翻
刻
）

天
文
十
五
年
七
月
廿
六
日
於
積
翠
寺

　
　

倭
漢
聯
句

1
心
も
て
染
す
は
ち
ら
し
小
萩
原　
　
　
　

晴
信

2
新
霜
有
鴈
来　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍

3
搗
衣
空
外
力　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳳
栖

4
か
り
寝
の
夢
の
覚
る
ほ
と
な
き　
　
　
　

蘭

5
月
は
猶
残
る
雲
間
の
影
涼
し　
　
　
　
　

台
運

6
晩
雨
は
る
ゝ
あ
と
の
山
の
端　
　
　
　
　

其
阿

7
水
上
も
わ
か
す
落
く
る
瀧
見
え
て　
　
　

恵
臨

8
龍
門
魚
曝
腮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湖
月

9
名
に
高
き
道
を
そ
あ
ふ
く
家
の
風　
　
　

長
傳

10
末
ま
て
色
の
ふ
か
き
こ
と
の
葉　
　
　
　

周
誾

11
寫
情
春
意
緩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晴
信

12
政
質
泰
爻
回　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳳
栖

13
八
重
咲
も
ひ
と
へ
を
花
の
初
に
て　
　
　

龍

14
う
す
き
霞
に
匂
ふ
梅
が
香　
　
　
　
　
　

信
常
」
1
表

15
仮
山
含
万
象　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蘭

16
巨
海
極
三
才　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晴
信

17
潮
與
佩
聲
漲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍

18
泉
令
琴
韻
摧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳳
栖

19
記
晴
歌
月
出

20
星
ま
つ
る
夜
の
半
天
の
雲　
　
　
　
　
　

台
運

21
稀
に
あ
ふ
露
の
契
は
う
き
ち
き
り　
　
　

其
阿

22
来
跡
草
無
媒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍

23
占
隠
人
倫
絶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湖
月

24
ひ
と
り
伴
ふ
友
鶴
の
声　
　
　
　
　
　
　

蘭

25
盡
欲
縮
湘
景　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晴
信

26
漕
ゆ
く
船
の
遠
き
う
ら
波　
　
　
　
　
　

台
運

27
仄
に
も
見
渡
し
か
す
む
朝
朗　
　
　
　
　

其
阿

28
花
の
香
ふ
か
く
月
の
こ
る
空　
　
　
　
　

長
傳

29
鶯
舌
啼
春
破　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湖
月

30
帰
る
山
路
は
霧
や
む
せ
は
ん　
　
　
　
　

信
常
」
1
裏

31
就
荒
黄
落
采　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳳
栖

32
炊
黍
黒
甜
槐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍

33
ゆ
く
心
千
里
隔
つ
る
波
も
な
し　
　
　
　

蘭

34
幾
度
緑
徘
徊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳳
栖

35
吟
履
為
誰
湿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湖
月

36
詩
篇
教
仏
推　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳳
栖

37
法
も
た
ゝ
謀
を
や
道
な
ら
ん　
　
　
　
　

其
阿

38
身
を
治
て
そ
世
を
お
さ
め
し
る　
　
　
　

周
誾

39
何
事
も
心
を
種
の
わ
さ
な
れ
や　
　
　
　

長
傳

40
わ
す
る
ゝ
草
の
し
け
ら
す
も
か
な　
　
　

蘭

41
若
盟
兄
弟
好　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湖
月

42
ね
く
ら
の
鳥
の
去
さ
ら
ぬ
こ
ゑ　
　
　
　

恵
臨

43
野
遭
春
日
促　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晴
信

44
雪
使
韶
光
纔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
」
2
表

晴
信　

六
句	

信
常　

二
句
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龍
三
條　

六
句	

湖
月法泉
寺
先
住

　

五
句

鳳
栖東光
寺
先
住

　

五
句	

長
傳　

三
句

蘭
四
辻　

六
句	

周
誾　

二
句

台
運　

四
句

其
阿武江
日
輪
寺

　

四
句

恵
臨　

二
句
」
2
裏

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

（
注
釈
）

1
心
も
て
染
ず
ば
ち
ら
じ
小
萩
原　
　
　
　

晴
信

〔
式
目
〕
秋
（
小
萩
）　

植
物
草
（
小
萩
）　

④
原
1

〔
語
釈
〕
○
染
ず
ば
ち
ら
じ　
「
染
め
な
い
な
ら
ば
散
る
ま
い
」
で
は
意
が

通
ら
な
い
。「
染
れ
ば
ち
ら
じ
」
の
誤
り
か
。
○
小
萩
原　

小
萩
の
咲
く

野
原
。
小
萩
は
初
秋
、
紅
葉
よ
り
も
先
に
咲
い
て
散
る
。「
ち
り
に
け
り

鹿
な
く
野
辺
の
小
萩
原
下
葉
の
色
も
も
み
ぢ
あ
へ
ぬ
に
」（
続
千
載
集
・

秋
上
・
四
二
二
、
亀
山
院
）。
発
句
で
は
当
季
の
情
景
を
詠
み
込
む
。
客

の
立
場
な
が
ら
、
甲
斐
を
訪
ね
た
実
澄
ら
へ
の
歓
迎
の
意
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。

〔
句
意
〕
真
心
で
染
め
な
か
っ
た
ら
（
染
め
た
か
ら
）
花
は
散
る
ま
い
、

こ
の
小
萩
の
原
で
は
。

2
新
霜
8

8

有
雁
3

3

来5

（
新
霜
に
雁
来
た
る
有
り
）　

龍

〔
式
目
〕
秋
（
雁
来
）　

降
物
（
新
霜
）　

動
物
鳥
（
雁
）　

②
雁
1

〔
語
釈
〕
○
新
霜　

そ
の
年
初
め
て
降
り
た
霜
。
○
雁　

越
冬
の
た
め
北

国
か
ら
渡
る
雁
。
甲
斐
に
来
た
自
分
た
ち
を
寓
す
る
か
。

〔
句
意
〕
霜
が
初
め
て
降
り
、
雁
が
や
っ
て
来
た
。

〔
付
合
〕「
萩
→
雁
が
ね
」（
竹
馬
）。「
な
き
渡
る
雁
の
涙
や
お
ち
つ
ら
む

物
思
ふ
宿
の
萩
の
上
の
露
」（
古
今
集
・
秋
上
・
二
二
一
、
よ
み
人
し
ら

ず
）。

3
搗3

衣
空
8

8

外
力
3

3

（
搗
衣
は
空
外
の
力
）　
　

鳳
栖

〔
式
目
〕
秋
（
搗
衣
）　

衣
類
（
衣
）　

①
砧
1　

④
空
1　

〔
語
釈
〕
○
搗
衣　
「
擣
衣
」
と
同
じ
。
光
沢
を
出
す
た
め
に
板
に
張
っ
た

衣
を
砧
で
打
つ
。
女
性
の
仕
事
と
さ
れ
た
。「
き
ぬ
た
…
擣
衣
只
同
事
也
」

（
連
珠
）。
○
空
外
力　
「
空
外
」
は
辺
境
の
寂
し
い
土
地
。
杜
甫
の
「
用

盡
閨
中
力
、
君
聴
空
外
音
（
用
ひ
盡
く
す
閨
中
の
力
、
君
よ
聴
け
空
外
の

音
）」（
集
千
家
註
杜
工
部
詩
・
巻
五
「
擣
衣
」）
に
よ
る
。
砧
を
打
ち
な

が
ら
、
西
域
の
辺
境
へ
徴
兵
さ
れ
た
夫
を
思
い
遣
る
女
の
心
情
を
詠
む
。

〔
句
意
〕
擣
衣
の
音
は
女
の
力
で
辺
境
ま
で
響
く
。

〔
付
合
〕「
霜
→
白
妙
の
衣
う
つ
」「
衣
う
つ
→
雁
」（
連
珠
）。
ま
た
蘇
武

の
故
事
（
雁
信
）
に
よ
り
、
雁
か
ら
は
西
域
の
地
が
連
想
さ
れ
る
。

4
か
り
寝
の
夢
の
覚
る
ほ
ど
な
き　
　
　
　

蘭

〔
式
目
〕
雑　

時
分
夜
（
夢
）　

旅
（
か
り
寝
）　

④
寝
1

〔
語
釈
〕
○
か
り
寝
の
夢　

旅
先
で
結
ぶ
夢
。
産
衣
に
「
仮
寝
の
夢
は
も

と
よ
り
旅
な
り
」
と
あ
る
。

〔
句
意
〕
旅
先
の
仮
寝
の
夢
が
破
れ
る
ま
で
、
そ
の
間
は
じ
つ
に
短
い
。

〔
付
合
〕「
衣
う
つ
→
ね
覚
の
枕
」（
拾
花
）。
出
征
し
て
い
る
男
の
立
場
で

受
け
た
。「
千
た
び
う
つ
砧
の
音
に
夢
覚
め
て
物
思
ふ
袖
の
露
ぞ
く
だ
く

る
」（
新
古
今
集
・
秋
下
・
四
八
四
、
式
子
内
親
王
）。
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5
月
は
猶
残
る
雲
間
の
影
涼
し　
　
　
　
　

台
運

〔
式
目
〕
夏
（
影
涼
し
）　

光
物
（
月
）　

時
分
夜
（
月
）　

聳
物
（
雲
）　

③
夏
月
1　

②
涼
1

〔
語
釈
〕
○
月
は
猶
残
る　

明
け
方
が
近
い
。「
月
は
猶
雲
ま
に
残
る
か
げ

な
が
ら
雪
に
あ
け
行
く
遠
の
山
の
は
」（
新
後
拾
遺
集
・
冬
・
五
三
五　

経
賢
）。
○
涼
し　

月
の
句
で
あ
る
が
夏
。「
月
の
涼
し
き
、
露
涼
し
き
と

し
て
は
夏
也
」（
産
衣
）。

〔
句
意
〕
明
け
方
近
く
ま
だ
残
る
月
の
光
が
雲
間
か
ら
洩
れ
い
か
に
も
涼

し
げ
で
あ
る
。

〔
付
合
〕
夢
が
覚
め
る
時
間
帯
と
し
た
。「
夢
」
に
は
「
凡
夜
之
詞
可
付

也
」
と
あ
る
（
連
珠
）。

6
晩
雨
は
る
ゝ
あ
と
の
山
の
端　
　
　
　
　

其
阿

〔
式
目
〕
夏
（
晩
雨
）　

時
分
夕
（
晩
雨
）　

降
物
（
晩
雨
）　

山
類
体
（
山

の
端
）　

①
晩
雨
1　

〔
語
釈
〕
○
晩
雨
は
る
　ゝ
「
晩
雨
」
は
夕
立
。
夕
立
が
晴
れ
て
山
の
稜
線

が
よ
く
見
え
た
。「
雲
間
よ
り
日
か
げ
す
ず
し
く
う
つ
ろ
ひ
て
夕
立
は
る

る
を
ち
の
山
の
は
」（
竹
風
抄
・
五
・
八
六
三
）。

〔
句
意
〕
夕
立
が
上
が
っ
た
あ
と
の
（
く
っ
き
り
と
見
え
る
）
山
の
稜
線
。

〔
付
合
〕
涼
し
き
→
夕
立
の
跡
（
随
葉
）。「
雲
間
」
を
夕
立
の
雲
に
と
り

な
し
た
。

7
水
上
も
わ
か
ず
落
く
る
滝
見
え
て　
　
　

恵
臨

〔
式
目
〕
雑　

山
類
用
（
滝
）　

水
辺
体
（
水
上
）　

①
滝
1

〔
語
釈
〕
○
落
く
る
滝　

瀑
布
。「
白
雲
に
ま
が
ひ
や
せ
ま
し
吉
野
山
お
ち

く
る
滝
の
音
せ
ざ
り
せ
ば
」（
千
載
集
・
雑
上
・
一
〇
三
四
、
経
忠
）、

「
み
山
よ
り
お
ち
く
る
滝
の
色
見
て
ぞ
秋
は
か
ぎ
り
と
思
ひ
知
り
ぬ
る
」

（
古
今
集
雅
経
本
・
秋
下
・
三
一
〇
、
興
風
）
な
ど
。

〔
句
意
〕
水
源
も
知
ら
れ
ず
落
ち
て
来
る
滝
も
見
え
て
。

〔
付
合
〕
夕
立
が
晴
れ
て
、
増
水
し
た
た
め
、
滝
が
見
え
た
と
す
る
。「
水

上
は
夕
立
す
ら
し
山
川
の
岩
根
に
あ
ま
る
滝
の
白
波
」（
新
拾
遺
集
・

夏
・
二
八
八
、
通
光
）
な
ど
。

8
龍
門
魚

8

8

8

曝3

腮5

（
龍
門　

魚　

腮
を
曝
す
）　

湖
月

〔
式
目
〕
雑　

水
辺
外
（
魚
）　

名
所
（
龍
門
）

〔
語
釈
〕
○
龍
門　

黄
河
の
上
流
、
山
西
省
河
津
県
と
陝
西
省
韓
城
県
の

間
に
あ
る
急
流
。
後
漢
の
李
膺
は
高
潔
の
人
で
、
面
会
を
許
さ
れ
た
者
は

将
来
の
出
世
が
約
束
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
登
竜
門
と
呼
ん
だ
。「
膺
独

持
風
裁
、
以
声
名
自
高
、
士
有
被
其
容
接
者
、
名
為
登
竜
門
（
膺
独
り
風

裁
を
持
し
、
声
名
を
以
て
自
ら
高
し
と
す
、
士
に
其
の
容
接
を
被
る
こ
と

有
る
者
は
、
名
づ
け
て
登
竜
門
と
為
す
）」（
後
漢
書
・
党
錮
列
伝
五
十

七
・
李
膺
伝
）。
○
曝
腮　

腮
は
顋
と
同
じ
。
前
掲
後
漢
書
の
注
で
辛
氏

三
秦
記
を
引
用
し
、「
河
津
、
一
名
龍
門
、
水
険
不
通
、
魚
鼈
之
属
莫
能

上
、
江
海
大
魚
、
薄
集
龍
門
之
下
、
数
千
不
得
上
、
上
則
為
龍
也
、［
故

云
曝
腮
龍
門
］（
河
津
、
一
の
名
は
龍
門
、
水
険
に
し
て
通
は
ず
、
魚
鼈

の
属
能
く
上
る
こ
と
莫
し
、
江
海
の
大
魚
、
龍
門
の
下
に
薄
集
す
れ
ど

も
、
数
千
上
る
こ
と
得
ず
、
上
れ
ば
則
ち
龍
と
為
る
な
り
、
故
に
曝
腮
龍

門
と
云
ふ
）」
と
あ
る
（［　

］
は
太
平
御
覧
巻
四
〇
・
龍
門
山
な
ど
で
補

う
）。
韻
府
群
玉
巻
三
・
十
灰
・
顋
に
「
鯉
暴
顋
」
の
項
目
が
あ
り
、「
ー
魚

不
得
登
龍
門
者
、
點
額
ー
ー
矣
、
詳
龍
」、
巻
一
・
二
冬
・
龍
に
「
物
化
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龍
」
と
し
て
「
大
鯉
登
龍
門
化
為
龍
、
不
登
者
点
額
暴
腮
矣
」
と
あ
る
。

〔
句
意
〕
龍
門
で
は
登
れ
な
か
っ
た
魚
が
腮
を
曝
し
て
い
る
。

〔
付
合
〕
前
句
の
滝
か
ら
龍
門
を
連
想
。「
落
く
る
」
も
登
れ
な
か
っ
た
魚

に
響
く
か
。

9
名
に
高
き
道
を
ぞ
あ
ふ
ぐ
家
の
風　
　
　

長
伝

〔
式
目
〕
雑　

居
所
体
（
家
）　

述
懐
（
家
の
風
）　

③
家
1

〔
語
釈
〕
○
名
に
高
き　

よ
く
知
ら
れ
た
、
高
名
の
意
。
○
道
を
ぞ
あ
ふ

ぐ　

前
掲
後
漢
書
李
膺
伝
に
「
膺
免
帰
郷
里
、
居
陽
城
山
中
、
天
下
士
大

夫
皆
高
尚
其
道
、
而
汙
穢
朝
廷
（
膺
は
免
ぜ
ら
れ
て
郷
里
に
帰
り
、
陽
城

の
山
中
に
居
ま
ふ
、
天
下
の
士
大
夫
は
皆
其
の
道
を
高
尚
と
し
て
、
し
か

る
に
朝
廷
を
汙
穢
と
す
）」
と
も
あ
る
の
に
引
か
れ
れ
ば
、「
道
」
と
は
清

廉
な
生
き
方
と
な
る
。「
す
な
ほ
な
る
道
を
ぞ
あ
ふ
ぐ
我
が
君
は
神
代
の

ま
ま
の
や
す
み
し
る
世
に
」（
雪
玉
集
・
二
五
五
六
「
寄
世
祝
」）。
○
家

の
風　

そ
の
家
が
伝
え
て
き
た
学
問
や
藝
能
。
多
く
和
歌
に
つ
い
て
い

う
。

〔
句
意
〕
高
名
な
（
李
膺
の
よ
う
な
）
生
き
方
を
理
想
と
す
る
、
わ
が
家

の
伝
統
。

〔
付
合
〕
滝
の
下
に
集
く
魚
が
、
は
る
か
上
を
仰
ぎ
見
て
い
る
様
か
ら
処

世
に
と
り
な
し
た
。

10
末
ま
で
色
の
ふ
か
き
こ
と
の
葉　
　
　
　

周
誾

〔
式
目
〕
雑　

②
こ
と
の
葉
1

〔
語
釈
〕
○
末
ま
で　

前
句
の
「
家
」
か
ら
末
裔
の
意
と
な
る
。
○
色
の

ふ
か
き
こ
と
の
葉　

深
い
紅
葉
か
ら
、
優
れ
た
言
葉
、
和
歌
の
比
喩
。

「
色
深
み
こ
の
し
き
し
ま
の
大
和
川　

紅
葉
や
秋
の
人
の
こ
と
の
葉
」

（
草
根
集
・
五
・
三
七
四
一
「
秋
川
」）。

〔
句
意
〕
そ
の
末
裔
ま
で
、
す
ぐ
れ
た
和
歌
を
詠
む
。

〔
付
合
〕「
道
」
を
歌
道
に
と
り
な
し
た
。
風
は
葉
を
散
ら
す
。「
家
の
風

吹
き
伝
へ
け
る
か
ひ
あ
り
て
散
る
言
の
葉
の
め
づ
ら
し
き
か
な
」（
山
家

集
・
中
・
九
三
三
）。

11
写3

情
春
8

8

意
緩
3

3

（
情
を
写
し
て
春
意
緩
や
か
な
り
）　

晴
信

〔
式
目
〕
春
（
春
意
）

〔
語
釈
〕
○
写
情　

あ
り
の
ま
ま
の
情
景
を
表
現
す
る
。
○
春
意　

春
の

の
ど
か
な
思
い
、
雰
囲
気
。

〔
句
意
〕
情
景
を
写
し
て
春
の
気
分
は
い
か
に
も
穏
や
か
で
あ
る
。

〔
付
合
〕
前
句
を
具
体
的
な
和
歌
の
表
現
行
為
に
と
り
な
し
た
。

12
政
質
泰

3

3

3

爻8

回5

（
政
質
に
し
て
泰
爻
回
る
）　

鳳
栖

〔
式
目
〕
春
（
泰
）

〔
語
釈
〕
○
質　

素
直
で
正
し
い
さ
ま
。
○
泰
爻　
「
爻
」
は
交
。「
交
泰
」

と
同
じ
。
天
地
が
ゆ
っ
た
り
と
交
わ
る
こ
と
。
君
臣
の
情
が
よ
く
通
ず
る

こ
と
。
周
易
巻
四
「
泰
、
小
往
大
來
、
吉
亨
（
泰
は
、
小
往
き
大
來
る
、

吉
に
し
て
亨
る
）」、
彖
伝
は
「
則
是
天
地
交
而
萬
物
通
也
、
上
下
交
而
其

志
同
也
（
則
ち
是
れ
天
地
交
り
て
萬
物
通
ず
る
な
り
、
上
下
交
り
て
其
の

志
同
じ
き
な
り
）」、
象
伝
は
「
天
地
交
泰
、
后
以
財
成
天
地
之
道
、
輔
相

天
地
之
宜
、
以
左
右
民
（
天
地
交
る
は
泰
、
后
以
て
天
地
の
道
を
財
成

し
、
天
地
の
宜
を
輔
相
し
、
以
て
民
を
左
右
す
）」
と
あ
る
。

〔
句
意
〕
政
治
は
質
朴
で
天
地
君
臣
の
間
柄
が
よ
く
通
ず
る
。
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〔
付
合
〕
穏
や
か
な
春
の
景
色
を
、
政
治
人
心
の
安
定
に
続
け
る
。
雑
の

句
の
よ
う
で
あ
る
が
、「
泰
」
は
「
泰
、
通
也
。
為
卦
天
地
交
而
二
気

通
。
故
為
泰
。
正
月
之
卦
也
（
泰
は
通
ず
る
な
り
。
卦
た
る
、
天
地
交
り

て
二
気
通
ず
る
故
に
泰
と
な
す
、
正
月
の
卦
な
り
）」（
周
易
本
義
巻
二
）

と
す
る
よ
う
に
、
正
月
の
卦
で
も
あ
り
、
春
の
句
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

前
後
で
春
が
三
句
続
く
。

13
八
重
咲
く
も
ひ
と
へ
を
花
の
初
に
て　
　

龍

〔
式
目
〕
春
（
花
）　

植
物
木
（
花
）　

②
花
1

〔
語
釈
〕
○
八
重　

桜
・
款
冬
な
ど
が
花
弁
重
な
り
盛
ん
に
咲
く
様
。
一

重
と
の
取
り
合
わ
せ
も
多
い
。「
一
重
だ
に
あ
か
ぬ
匂
ひ
を
い
と
ど
し
く

八
重
か
さ
な
れ
る
山
吹
の
花
」（
詞
花
集
・
春
・
四
五
、
長
能
）。
○
ひ
と

へ　

一
重
桜
。
最
初
に
咲
く
。「
ほ
か
の
花
は
、
ひ
と
へ
散
り
て
、
八
重

さ
く
花
桜
、
さ
か
り
過
ぎ
て
、
樺
桜
は
開
け
、
藤
は
後
れ
て
色
づ
き
な
ど

す
め
る
」（
源
氏
物
語
・
幻
）。

〔
句
意
〕
八
重
に
も
咲
く
が
、
一
重
こ
そ
が
花
で
は
最
初
に
咲
く
。

〔
付
合
〕
盛
り
の
華
や
か
さ
も
ま
ず
簡
素
な
の
が
最
初
で
あ
る
と
い
う
教

訓
を
導
い
て
前
句
に
応
ず
る
。

14
う
す
き
霞
に
匂
ふ
梅
が
香　
　
　
　
　
　

信
常

〔
式
目
〕
春
（
霞
）　

聳
物
（
霞
）　

植
物
木
（
梅
）　

⑤
梅
1　

〔
語
釈
〕
○
う
す
き
霞　

春
が
ま
だ
浅
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
前
句
の

「
ひ
と
へ
」
を
梅
に
読
み
替
え
る
。「
い
つ
く
と
も
木
の
も
と
し
ら
ぬ
み

か
月
の
う
す
き
霞
に
ゝ
ほ
ふ
梅
か
香
」（
草
根
集
・
十
一
・
八
二
〇
六

「
梅
」）。

〔
句
意
〕
う
っ
す
ら
し
た
霞
の
中
か
ら
匂
っ
て
来
る
梅
の
香
。

〔
付
合
〕「
八
重
☞
霞
」（
連
珠
）。「
あ
づ
ま
ぢ
の
や
へ
の
霞
を
わ
け
き
て

も
き
み
に
あ
は
ね
ば
な
ほ
へ
だ
て
た
る
心
ち
こ
そ
す
れ
」（
千
載
集
・
雑

下
・
旋
頭
歌
・
一
一
六
四
、
仲
正
）。

15
假3

山
含
8

8

万
象
3

3

（
仮
山　

万
象
を
含
む
）　

蘭

〔
式
目
〕
雑　

山
類
体
（
仮
山
）

〔
語
釈
〕
○
仮
山　

庭
の
築
山
。「
仮
山
カ
サ
ン
作
庭
」（
易
林
本
節
用
集
）。

〔
句
意
〕
庭
の
築
山
は
あ
ら
ゆ
る
自
然
の
現
象
を
包
摂
し
て
い
る
。

〔
付
合
〕
庭
の
築
山
か
ら
梅
香
が
漂
っ
て
来
る
情
景
に
、
家
の
主
人
が
感

動
す
る
風
と
し
た
。
前
句
は
典
型
的
な
春
の
美
景
、
杜
甫
の
「
万
象
皆
春

気
、
孤
槎
自
客
星
（
万
象
は
皆
春
気
、
孤
槎
は
自
ら
客
星
）」（
集
千
家
註

杜
工
部
詩
巻
十
九
「
宿
白
沙
駅
」）
に
よ
り
付
け
た
。

16
巨
海
極

3

3

3

三8

才5

（
巨
海　

三
才
を
極
む
）　

晴
信

〔
式
目
〕
雑　

水
辺
体
（
巨
海
）　

②
海
1

〔
語
釈
〕
○
巨
海　

大
海
。
○
三
才　

三
儀
・
三
元
と
も
。
天
・
地
・
人

の
こ
と
。

〔
句
意
〕
大
海
は
天
地
人
の
三
極
に
わ
た
る
。

〔
付
合
〕
前
句
の
仮
山
に
対
し
て
巨
海
と
付
け
て
対
句
と
し
た
。

17
潮8

与
佩
3

3

声
漲
8

8

（
潮
と
佩
声
と
漲
る
）　
　

龍

〔
式
目
〕
雑　

水
辺
用
（
潮
）　

②
潮
1

〔
語
釈
〕
○
潮　

こ
こ
で
は
潮
騒
。
○
佩
声　

貴
人
が
大
帯
に
懸
け
た
佩

玉
の
音
。
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〔
句
意
〕
潮
騒
と
佩
玉
の
音
で
充
満
す
る
。

〔
付
合
〕
大
海
の
情
景
を
受
け
る
。
前
句
の
巨
海
と
三
才
か
ら
、
有
名
な

王
勃
「
滕
王
閣
序
」（
古
文
真
宝
後
集
巻
三
）
の
世
界
を
想
起
か
。
二
人

の
太
守
が
海
に
臨
ん
だ
洪
州
の
滕
王
閣
で
天
下
の
才
人
を
集
め
て
宴
を
し

た
時
の
序
と
詩
で
あ
る
。
詩
に
「
滕
王
高
閣
臨
江
渚
、
佩
玉
鳴
鸞
罷
歌
舞

（
滕
王
の
高
閣
江
渚
に
臨
め
り
、
佩
玉
鳴
鸞
歌
舞
を
罷
む
）」
と
あ
る
。

海
に
臨
む
閣
で
は
潮
騒
と
佩
玉
の
音
と
が
充
ち
て
い
る
と
付
け
た
か
。

18
泉
令
琴

8

8

8

韻3

摧5

（
泉
は
琴
韻
を
し
て
摧
か
し
む
）　

鳳
栖

〔
式
目
〕
夏
（
泉
）　

水
辺
体
（
泉
）　

②
泉
1

〔
語
釈
〕
○
琴
韻　

琴
の
音
色
。
○
摧　

泉
の
水
音
が
琴
の
音
と
が
紛
れ

る
さ
ま
。「
随
嵐
落
葉
含
蕭
瑟
、
濺
石
飛
泉
弄
雅
琴
（
嵐
に
随
ふ
落
葉
は

蕭
瑟
を
含
め
り
、
石
に
濺
く
飛
泉
は
雅
琴
を
弄
ぶ
）」（
和
漢
朗
詠
集
・

秋
・
落
葉
・
三
一
三
、
順
）。
摧
く
と
し
た
の
は
戴
逵
の
故
事
に
よ
る
。

戴
逵
（
安
道
）
は
、
東
晋
の
文
人
で
琴
書
画
に
も
通
じ
た
。
武
陵
王
の
召

し
を
拒
ん
で
、
使
者
の
面
前
で
琴
を
壊
し
た
（
蒙
求
・
戴
逵
破
琴
）。

〔
句
意
〕
流
泉
は
琴
の
響
き
を
打
ち
消
す
。

〔
付
合
〕
対
句
。
前
句
の
「
佩
聲
」
は
戴
逵
の
も
と
に
や
っ
て
来
た
王
の

使
者
の
そ
れ
を
想
起
す
る
か
。

19
記3

晴
歌
8

8

月
出
3

3

（
晴
を
記
せ
ば
歌
ひ
て
月
出
づ
）　
（
鳳
栖
）

〔
式
目
〕
秋
（
月
）　

光
物
（
月
）　

時
分
夜
（
月
）

〔
語
釈
〕
○
記
晴　

不
明
、
後
述
す
る
王
徽
之
の
道
中
の
描
写
か
。

〔
句
意
〕
晴
を
記
す
と
、
吟
詠
す
る
う
ち
月
が
照
ら
す
。

〔
付
合
〕
前
句
が
「
戴
逵
破
琴
」
に
よ
る
の
で
、
こ
の
戴
逵
を
王
徽
之

（
子
猷
）
が
訪
問
す
る
「
子
猷
尋
戴
」
の
故
事
か
ら
着
想
か
。
蒙
求
和
歌

巻
七
か
ら
引
く
。「
晋
ノ
王
羲
之
ガ
第
四
ノ
子
王
子
猷
、
戴
安
道
ト
ハ
多

年
ノ
友
ナ
リ
、
琴
詩
酒
ノ
遊
ニ
ハ
、
蓆
ヲ
ヒ
ト
ツ
ニ
シ
、
雪
月
花
ノ
ナ
ガ

メ
ニ
、
袖
ヲ
ツ
ラ
ネ
ズ
ト
云
フ
コ
ト
ナ
シ
、
子
猷
、
山
陰
ニ
コ
モ
リ
ヰ
タ

ル
ニ
、
夜
オ
ホ
キ
ニ
雪
フ
レ
リ
ケ
リ
。
子
猷
ネ
ブ
リ
サ
メ
テ
、
酒
ヲ
ク
ミ

テ
四
望
ス
ル
ニ
、
景
気
皎
然
タ
リ
、
ヒ
ト
リ
心
ヲ
ス
マ
シ
ツ
ツ
、
左
思
ガ

招
隠
ノ
詩
ヲ
詠
ジ
テ
、
剡
県
ノ
戴
安
道
ヲ
思
ヘ
リ
、
即
チ
一
小
船
ニ
サ
ヲ

サ
シ
テ
、
剡
県
ニ
オ
モ
ム
ク
、
沙
堤
雪
白
ク
シ
テ
、
水
面
ニ
月
浮
ブ
、
船

ノ
ウ
チ
ノ
ナ
ガ
メ
、
浪
ノ
上
ノ
ア
ハ
レ
、
ヒ
ト
ツ
ト
シ
テ
心
ヲ
ク
ダ
カ
ズ

ト
云
フ
事
ナ
シ
（
下
略
）」。

20
星
ま
つ
る
夜
の
半
天
の
雲　
　
　
　
　
　

台
運

〔
式
目
〕
秋
（
星
ま
つ
る
）　

光
物
（
星
）　

時
分
夜
（
星
）　

聳
物
（
雲
）

〔
語
釈
〕
○
星
ま
つ
る
夜　

七
夕
。

〔
句
意
〕
七
夕
の
星
を
祭
る
夜
、
中
空
に
か
か
る
雲
。

〔
付
合
〕
前
句
を
七
夕
と
し
て
付
け
た
。
付
句
で
は
「
記
」
は
梶
の
葉
書

き
に
な
る
か
。
七
夕
祭
の
と
き
、
七
枚
の
梶
の
葉
に
詩
歌
な
ど
を
書
い
て

供
え
、
芸
能
の
向
上
や
恋
の
成
就
を
祈
っ
た
。「
天
の
河
と
わ
た
る
舟
の

梶
の
葉
に
思
ふ
こ
と
を
も
書
き
つ
く
る
か
な
」（
後
拾
遺
集
・
秋
上
・
二

四
二
、
上
総
乳
母
）

21
稀
に
あ
ふ
露
の
契
は
う
き
ち
ぎ
り　
　
　

其
阿

〔
式
目
〕
秋
（
露
の
契
）　

降
物
（
露
）　

恋
（
あ
ふ
）

〔
語
釈
〕
○
露
の
契　

は
か
な
い
約
束
。「
七
夕
の
露
の
契
り
の
玉
か
づ
ら

い
く
秋
か
け
て
む
す
び
お
く
ら
ん
」（
続
千
載
集
・
秋
上
・
三
五
二
、
有
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房
）。

〔
句
意
〕
二
星
が
た
ま
さ
か
に
逢
う
と
い
う
、
は
か
な
い
約
束
は
な
ん
と

つ
ら
い
定
め
か
。

〔
付
合
〕
雲
が
か
か
っ
て
星
が
見
え
な
く
な
っ
た
。
七
夕
な
の
で
秋
の
恋

と
し
た
。「
稀
に
あ
ふ
星
の
契
り
よ
人
や
り
の
道
な
ら
な
く
に
何
わ
か
る

ら
ん
」（
柏
玉
集
・
秋
上
・
六
四
八
「
七
夕
別
」）。

22
来8

跡
草
3

3

無8

媒5

（
来
跡　

草　

媒
無
し
）　

龍

〔
式
目
〕
雑　

植
物
草
（
草
）　

人
倫
（
媒
）　

恋
（
媒
）

〔
語
釈
〕
○
来
跡　

人
が
訪
ね
た
跡
。
第
一
字
不
分
明
、「
不
」
と
読
む
翻

刻
も
あ
る
。
○
無
媒　

歌
題
に
も
「
無
媒
介
恋
」
が
あ
り
、
恋
の
仲
立
ち

を
す
る
人
が
い
な
い
状
態
を
詠
む
。「
お
も
ふ
事
い
は
む
つ
か
ひ
の
な
き

を
わ
び
心
を
の
み
ぞ
君
に
や
り
つ
る
」（
惟
方
集
・
一
八
一
）
な
ど
。
邸

を
訪
れ
て
も
取
り
次
ぎ
が
居
な
い
、
荒
廃
し
た
さ
ま
を
指
す
こ
と
も
多

い
。
転
法
輪
三
条
実
香
が
三
条
西
実
隆
に
贈
っ
た
詩
に
も
、「
昨
夜
春
寒

一
寸
灰
、
雪
埋
径
路
愈
無
媒
（
昨
夜
春
寒
く
一
寸
の
灰
、
雪
径
路
を
埋
め

愈
よ
媒
無
し
）」（
再
昌
補
遺
・
二
四
四
）
と
あ
る
。

〔
句
意
〕
人
の
訪
れ
た
跡
は
あ
っ
て
も
、
草
が
茂
る
ば
か
り
で
、
取
り
次

ぐ
人
も
い
な
い
。

〔
付
合
〕「
露
→
草
」（
連
珠
）。
前
句
の
恋
を
、
荒
廃
し
た
屋
敷
に
住
む
女

を
男
が
た
ま
さ
か
に
訪
ね
る
情
景
と
し
て
説
明
し
た
。

23
占8

隠3

人
倫
8

8

絶3

（
隠
を
占
め
て
人
倫
絶
ゆ
）　

湖
月

〔
式
目
〕
雑　

人
倫
（
人
倫
）　

居
所
体
（
句
意
）　

述
懐
（
隠
）

〔
語
釈
〕
○
占
隠　
「
占
隠
棲
」
の
意
か
。
隠
棲
の
地
を
定
め
る
こ
と
。

〔
句
意
〕
隠
棲
の
地
を
定
め
れ
ば
、
訪
ね
る
人
間
は
居
な
く
な
る
。

〔
付
合
〕
前
句
を
隠
者
の
庵
の
あ
り
さ
ま
と
し
た
。

24
ひ
と
り
伴
ふ
友
鶴
の
声　
　
　
　
　
　
　

蘭

〔
式
目
〕
雑　

動
物
鳥
（
友
鶴
）　

②
鶴
1

〔
語
釈
〕
○
友
鶴　

仲
の
よ
い
鶴
。
ま
た
つ
が
い
の
鶴
。
仙
人
が
友
鶴
を

伴
う
構
図
は
こ
の
時
期
の
和
歌
に
多
い
。「
仙
人
の
よ
は
ひ
を
ま
な
ぶ
友

鶴
を
と
も
な
ふ
君
も
か
ぎ
り
や
は
あ
る
」（
貞
敦
親
王
御
詠
・
九
二
〇
、

西
園
寺
実
宣
）。

〔
句
意
〕
ひ
と
り
従
う
、
仲
の
よ
い
鶴
の
声
。

〔
付
合
〕
前
句
の
隠
者
を
仙
人
と
し
、
人
間
で
は
な
く
、
鶴
を
伴
っ
て
い

る
と
す
る
。

25
盡
欲
縮

3

3

3

湘8

景3

（
盡
く
湘
景
を
縮
め
ん
と
欲
す
）　

晴
信

〔
式
目
〕
雑　

名
所
（
湘
）

〔
語
釈
〕
○
縮
湘
景　
「
湘
景
」
は
瀟
湘
八
景
の
こ
と
。
中
国
湖
南
省
、
長

江
中
流
の
洞
底
湖
に
注
ぐ
瀟
水
と
湘
水
の
二
つ
の
川
の
作
る
八
つ
の
景

勝
。
詩
歌
絵
の
題
材
と
し
て
流
行
し
た
。
そ
の
景
勝
を
縮
め
る
と
い
う
の

は
仙
人
の
技
で
あ
る
。「
壺
中
天
地
乾
坤
外
、
夢
裏
身
名
旦
暮
間
（
壺
中

の
天
地
は
乾
坤
の
外
、
夢
の
裏
の
身
名
は
旦
暮
の
間
）」（
和
漢
朗
詠
集
・

下
・
仙
家
・
五
四
〇
、
元
稹
）。

〔
句
意
〕
八
景
も
こ
こ
に
す
べ
て
縮
め
よ
う
と
思
う
。

〔
付
合
〕
仙
人
か
ら
「
縮
地
」
を
出
し
た
。
後
漢
の
費
長
房
は
仙
人
の
壺

公
に
従
っ
て
壺
中
の
世
界
に
行
き
、
仙
術
を
得
て
自
身
も
土
地
を
縮
め
た

（
蒙
求
・
長
房
縮
地
）。「
費
長
房
は
鶴
に
乗
り
て
天
に
上
り
け
り
」（
流
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布
本
曽
我
物
語
）
な
ど
、
室
町
期
に
は
鶴
と
結
び
つ
き
画
題
と
し
て
好
ま

れ
た
。
中
本
大
「
鶴
に
乗
る
「
費
長
房
」─
本
邦
に
お
け
る
漢
画
系
画
題

受
容
の
一
側
面
」（
立
命
館
文
學
598　

二
〇
〇
七
年
二
月
）
参
照
。

26
漕
ゆ
く
船
の
遠
き
う
ら
波　
　
　
　
　
　

台
運

〔
式
目
〕
雑　

水
辺
用
（
う
ら
波
）　

水
辺
外
（
船
）　

旅
（
船
）

〔
語
釈
〕
○
船　

新
式
に
「
海
路
・
渡
船
は
旅
也
」
と
あ
る
。　

〔
句
意
〕
漕
ぎ
去
る
船
が
遠
く
見
え
る
浦
に
寄
せ
る
波
。

〔
付
合
〕
瀟
湘
八
景
の
「
遠
浦
帰
帆
」
か
ら
浦
・
船
を
出
す
が
、
五
山
禅

林
で
親
し
ま
れ
た
句
、「
看
（
覧
）
盡
瀟
湘
景
、
和
船
入
画
図
（
看
盡
す

瀟
湘
の
景
、
船
に
和
し
て
画
図
に
入
る
）」（
嘉
泰
普
燈
録
巻
二
十
八
ほ

か
）
に
よ
り
、
風
景
を
眺
め
つ
つ
行
く
と
、
ま
る
で
船
と
と
も
に
絵
の
中

に
入
っ
た
よ
う
だ
、
と
興
じ
た
。

27
仄
に
も
見
渡
し
か
す
む
朝
朗　
　
　
　
　

其
阿

〔
式
目
〕
春
（
か
す
む
）　

時
分
朝
（
朝
朗
）　

聳
物
（
か
す
む
）

〔
語
釈
〕
○
朝
朗　

朝
ぼ
ら
け
。
夜
が
ほ
ん
の
り
明
け
て
物
が
ぼ
ん
や
り

見
え
る
状
態
。
ま
た
そ
の
時
分
。

〔
句
意
〕
見
渡
す
と
ほ
の
か
に
霞
む
、
こ
の
朝
ぼ
ら
け
。

〔
付
合
〕
漕
ぎ
ゆ
く
船
→
朝
ぼ
ら
け
。
本
歌
「
世
の
中
を
な
に
に
た
と
へ

む
あ
さ
ぼ
ら
け
こ
ぎ
ゆ
く
舟
の
あ
と
の
し
ら
浪
」（
拾
遺
集
・
哀
傷
・
一

三
二
七
、
沙
弥
満
誓
）
に
よ
る
。

28
花
の
香
ふ
か
く
月
の
こ
る
空　
　
　
　
　

長
伝

〔
式
目
〕
春
（
花
の
香
）　

光
物
（
月
）　

時
分
朝
（
月
残
る
）　

植
物
木

（
花
）　

②
花
2　

③
朝
月
1　

④
空
2

〔
語
釈
〕
○
花
の
香
ふ
か
く　

夜
深
く
で
は
な
く
花
の
香
が
深
い
と
し

た
。「
ね
や
ま
で
も
花
の
香
ふ
か
き
春
の
夜
の
窓
に
か
す
め
る
入
り
が
た

の
月
」（
風
雅
集
・
春
中
・
一
二
五
、
永
福
門
院
内
侍
）。

〔
句
意
〕
花
の
香
は
濃
厚
に
立
ち
こ
め
、
ま
だ
空
に
月
が
残
る
。

〔
付
合
〕
霞
→
ふ
か
き
（
連
珠
）。
明
け
方
の
情
景
で
付
け
た
。

29
鴬8

舌3

啼
春
8

8

破3

（
鴬
舌　

啼
き
て
春
破
れ
た
り
）　

湖
月

〔
式
目
〕
春
（
鴬
）　

動
物
鳥
（
鴬
）　

③
鴬
1

〔
語
釈
〕
○
鴬
舌　

鴬
の
鳴
き
声
。「
払
水
柳
花
千
万
点
、
隔
楼
鴬
舌
両
三

声
（
水
を
払
ふ
柳
花
は
千
万
点
、
楼
を
隔
つ
る
鴬
舌
は
両
三
声
）」（
和
漢

朗
詠
集
・
春
・
暮
春
・
四
五
、
元
稹
）。
○
春
破　
「
破
春
」
と
同
じ
。
春

が
た
け
な
わ
と
な
る
。「
御
柳
垂
著
水
、
野
鴬
啼
破
春
（
御
柳
垂
れ
て
水

に
著
き
、
野
鴬
啼
き
て
春
を
破
る
）」（
三
体
詩
・
巻
三
・
曹
松
「
長
安
春

日
」）
に
よ
る
。

〔
句
意
〕
鴬
が
一
声
啼
い
て
春
が
た
け
な
わ
と
な
る
。

〔
付
合
〕
前
句
の
春
の
明
け
方
の
情
景
を
そ
の
ま
ま
受
け
る
。

30
帰
る
山
路
は
霧
や
む
せ
ば
ん　
　
　
　
　

信
常

〔
式
目
〕
秋
（
霧
）　

聳
物
（
霧
）　

山
類
体
（
山
路
）　

旅
（
山
路
・
帰
）

〔
語
釈
〕
○
帰
る
山
路　
「
帰
る
」
の
は
作
中
主
体
か
。
鴬
が
山
に
帰
る
の

は
晩
春
で
あ
る
。
ま
た
「
帰
」
字
は
旅
と
な
る
（
漢
和
法
式
）。
○
霧
や

む
せ
ば
ん　
「
咽
霧
山
鴬
啼
尚
少
、
穿
沙
蘆
筍
葉
纔
分
（
霧
に
咽
ぶ
山
鴬

は
啼
く
こ
と
尚
少
し
、
沙
を
穿
つ
蘆
筍
は
葉
纔
か
に
分
れ
た
り
）」（
和
漢

朗
詠
集
・
春
・
鴬
・
六
五
、
元
稹
）
に
よ
り
、
霧
で
鴬
は
見
え
ず
、
ま
る
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で
霧
が
咽
ぶ
の
か
、
と
し
た
。

〔
句
意
〕
帰
る
山
中
の
道
で
は
霧
が
咽
ぶ
よ
う
だ
。

〔
付
合
〕
前
句
の
鴬
を
和
漢
朗
詠
集
の
詩
で
付
け
た
。

31
就3

荒
黄
8

8

落
釆
3

3

（
荒
に
就
く　

黄
落
の
采
）　

鳳
栖

〔
式
目
〕
秋
（
黄
落
）　

植
物
木
（
采
）

〔
語
釈
〕
○
就
荒　

荒
れ
か
け
て
い
る
。「
荒
」
は
草
が
繁
茂
す
る
さ
ま
。

陶
潜
「
帰
去
来
」
の
「
三
径
就
荒
、
松
菊
猶
存
（
三
径
は
荒
に
就
け
ど

も
、
松
菊
は
猶
ほ
存
す
）」（
文
選
巻
四
十
五
・
辞
）
に
よ
る
。「
三
径
」

は
庭
に
造
っ
た
三
本
の
通
路
。
○
黄
落　

木
々
の
葉
が
変
色
し
て
枯
れ
る

さ
ま
。「
是
月
也
、
草
木
黄
落
、
乃
伐
薪
為
炭
（
是
の
月
や
、
草
木
黄
落

す
、
乃
ち
薪
を
伐
り
炭
を
為
る
）」（
礼
記
・
月
令
・
季
秋
）。
○
采　

彩

り
、「
莱
」
に
も
通
じ
、
葛
の
意
も
あ
る
。
他
の
翻
刻
で
は
「
宋
」
と
す

る
が
、
対
句
か
ら
し
て
こ
こ
は
樹
木
の
意
の
「
采
」
で
あ
ろ
う
。

〔
句
意
〕
小
径
は
荒
れ
か
け
て
、
落
葉
が
黄
の
彩
り
を
そ
え
る
。

〔
付
合
〕
前
句
の
「
帰
る
」
か
ら
官
を
辞
し
て
故
郷
に
帰
っ
た
陶
潜
の
故

事
に
つ
な
げ
る
。

32
炊8

黍
黒
3

3

甜8

槐5

（
黍
を
炊
ぐ　

黒
甜
の
槐
）　

龍

〔
式
目
〕
秋
（
黍
）　

植
物
木
（
槐
）

〔
語
釈
〕
○
炊
黍　

唐
の
盧
生
の
故
事
、
所
謂
「
邯
鄲
の
夢
」
を
指
す
。

盧
生
は
邯
鄲
の
宿
で
道
士
呂
翁
に
出
会
っ
て
、
夢
で
見
た
こ
と
の
叶
う
枕

を
与
え
る
。
盧
生
は
栄
華
を
極
め
て
死
ぬ
が
、
全
て
は
夢
で
、
宿
で
は
火

に
掛
け
た
黍
が
ま
だ
炊
き
上
が
っ
て
い
な
か
っ
た
。「
盧
生
欠
伸
而
悟
、

見
其
身
方
偃
於
邸
舍
、
呂
翁
坐
其
傍
、
主
人
蒸
黍
未
熟
、
觸
類
如
故
、
生

蹶
然
而
興
曰
、
豈
其
夢
寐
也
（
盧
生
欠
伸
し
て
悟
む
る
に
、
其
の
身
は
方

に
邸
舎
に
偃
し
、
呂
翁
は
其
の
傍
ら
に
坐
す
る
を
見
る
、
主
人
黍
を
蒸
し

て
未
だ
熟
せ
ず
、
触
類
故
の
如
し
、
生
蹶
然
と
し
て
興
き
て
曰
く
、
豈
に

其
れ
夢
寐
な
る
か
と
）」（
文
苑
英
華
巻
八
三
三
）。
な
お
、
同
じ
説
話
を

載
せ
る
太
平
広
記
巻
八
十
二
は
「
黍
」
を
「
黄
梁
」
と
す
る
。
太
平
記
巻

二
十
五
、
謡
曲
「
邯
鄲
」
も
同
じ
。

○
黒
甜　

午
睡
を
指
す
俗
語
。「
西
清
詩
話
云
、
南
人
以
飲
酒
為
軟
飽
、

北
人
以
昼
寝
為
黒
甜
（
西
清
詩
話
に
云
ふ
、
南
人
は
飲
酒
を
以
て
軟
飽
と

為
し
、
北
人
は
昼
寝
を
以
て
黒
甜
と
為
す
）」（
詩
人
玉
屑
巻
六
・
点
石
化

金
）
と
あ
る
。
○
槐　

エ
ン
ジ
ュ
の
木
。
こ
れ
も
槐
の
下
で
昼
寝
を
し
て

夢
を
見
た
、
唐
の
淳
于
棼
の
故
事
、
所
謂
「
南
柯
の
夢
」
に
よ
る
。

〔
句
意
〕
黍
を
炊
く
間
、
そ
の
下
で
昼
寝
を
し
て
い
た
槐
の
木
。

〔
付
合
〕
前
句
と
対
句
に
な
る
。
季
節
は
と
く
に
定
ま
ら
な
い
が
、
黍
も

黄
梁
も
秋
に
収
穫
し
、
30
か
ら
の
続
き
も
あ
り
秋
の
句
と
し
た
。

33
ゆ
く
心
千
里
隔
つ
る
波
も
な
し　
　
　
　

蘭

〔
式
目
〕
雑　

水
辺
用
（
波
）

〔
語
釈
〕
○
千
里　

は
る
か
な
距
離
、
あ
る
い
は
強
い
隔
絶
感
。「
さ
夜
深

み
い
で
そ
よ
荻
に
み
し
夢
は
千
里
へ
だ
つ
る
風
の
中
垣
」（
為
広
詠
草
・

二
二
八
「
隣
家
荻
」）。

〔
句
意
〕
飛
ん
で
い
く
心
は
千
里
の
か
な
た
に
届
き
波
も
隔
て
な
い
。

〔
付
合
〕
前
句
の
「
夢
」
に
、
寝
覚
め
の
心
は
遠
く
ま
で
行
く
こ
と
を
、

本
歌
「
は
る
か
な
る
も
ろ
こ
し
ま
で
も
ゆ
く
物
は
秋
の
寝
覚
め
の
心
な
り

け
り
」（
千
載
集
・
秋
下
・
三
〇
二
、
大
弐
三
位
）
に
よ
っ
て
付
け
る
。
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34
幾8

度
緑
3

3

徘8

徊5

（
幾
度
か　

緑　

徘
徊
す
）　

鳳
栖

〔
式
目
〕
夏
（
緑
）　

植
物
草
（
緑
）

〔
語
釈
〕
○
緑　

緑
の
草
。
蘇
武
の
詩
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
夢
の
う
ち

で
砂
漠
か
ら
緑
の
草
の
生
え
る
故
郷
に
戻
っ
た
、
と
す
る
か
。

〔
句
意
〕
幾
度
か
緑
の
草
の
上
で
徘
徊
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

〔
付
合
〕
千
里
→
徘
徊
。
蘇
武
の
詩
を
本
説
と
し
て
付
け
る
。「
黄
鵠
一
遠

別
、
千
里
顧
徘
徊
（
黄
鵠
一
た
び
遠
く
別
れ
、
千
里
に
顧
み
て
徘
徊
す
）」

（
文
選
巻
二
十
九
・
雑
詩
上
、
蘇
武
「
詩
四
首　

其
二
」）。
鸛
（
黄
鵠
）

は
一
た
び
遠
く
に
飛
び
立
つ
と
、
千
里
の
彼
方
で
も
古
巣
を
振
り
返
り
行

き
も
と
お
る
、
と
い
う
。

35
吟8

履3

為
誰
8

8

湿3

（
吟
履　

誰
の
為
に
か
湿
ほ
ふ
）　

湖
月

〔
式
目
〕
雑　

人
倫
（
誰
）　

恋
（
句
意
）　

③
履
1

〔
語
釈
〕
○
吟
履　

詩
人
の
履
物
。
転
じ
て
歩
き
回
り
な
が
ら
詩
を
吟
ず

る
こ
と
。「
吟
杖
」
な
ど
か
ら
派
生
し
た
語
か
。
晴
信
の
「
新
正
口
号

（
其
二
）」
詩
に
「
風
送
鴬
寒
意
結
加
、
梅
辺
吟
履
月
横
斜
（
風
鴬
寒
を

送
り
て
意
結
ぼ
る
る
こ
と
加
は
る
、
梅
辺
の
吟
履
月
横
斜
）」（
武
田
晴
信

詩
藁
）
な
ど
。
○
湿　

濡
れ
た
土
の
上
を
歩
く
さ
ま
。
夜
の
間
に
女
の
も

と
に
通
っ
た
た
め
。

〔
句
意
〕
詩
人
の
履
物
は
誰
の
た
め
に
し
っ
と
り
濡
れ
る
の
か
。

〔
付
合
〕「
徘
徊
」
か
ら
「
吟
履
」
を
出
し
た
。
な
お
策
彦
と
紹
巴
の
作
と

伝
え
ら
れ
る
「
沙
湿
履
無
声
／
し
の
ぶ
夜
の
雨
は
な
か
な
か
た
よ
り
に

て
」（
百
物
語
巻
上
・
四
十
）
の
よ
う
に
、
恋
人
の
も
と
に
通
っ
た
沓
が

湿
る
と
い
う
情
景
は
当
時
好
ま
れ
た
。
深
沢
眞
二
『「
和
漢
」
の
世
界
─

和
漢
聯
句
の
基
礎
的
研
究
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
第
一
部
第

四
章
「
和
漢
聯
句
の
俳
諧
的
側
面
─『
百
物
語
』
所
引
句
を
め
ぐ
っ
て
」

参
照
。

36
詩
篇
教

8

8

8

仏3

推5

（
詩
篇　

仏
を
し
て
推
さ
し
む
）　

鳳
栖

〔
式
目
〕
雑　

釈
教
（
仏
）

〔
語
釈
〕
○
教
仏
推　

こ
の
「
仏
」
は
唐
の
詩
人
賈
島
を
指
す
。
唐
の
李

洞
が
賈
島
を
崇
拝
す
る
あ
ま
り
、
そ
の
像
を
鋳
造
し
、「
賈
島
佛
（
賈
吟

仏
）」
と
称
し
た
と
の
故
事
に
よ
る
（
北
夢
瑣
言
巻
七
、
斉
東
野
語
・
賈

島
佛
）。
当
時
も
よ
く
知
ら
れ
、
た
と
え
ば
景
徐
周
麟
の
「
種
玉
宗
祇
菴

主
肖
像
賛
」
に
も
「
出
遊
名
区
、
賈
吟
仏
跨
驢
背
（
出
で
て
名
区
に
遊
ぶ

と
き
は
、
賈
吟
仏
の
ご
と
く
に
驢
背
に
跨
り
）」（
翰
林
葫
蘆
集
巻
十
一
）

と
あ
る
。
ま
た
「
推
」
は
推
敲
で
、
こ
れ
も
賈
島
の
故
事
に
よ
る
も
の
。

〔
句
意
〕
詩
篇
は
仏
（
の
よ
う
な
賈
島
）
を
し
て
推
敲
さ
せ
る
。

〔
付
合
〕
前
句
「
吟
履
」
を
、
苦
吟
し
つ
つ
彷
徨
す
る
詩
人
と
み
な
し

た
。
そ
こ
で
代
表
的
な
苦
吟
の
詩
人
で
あ
る
賈
島
を
出
す
が
、「
佛
」
と

し
た
の
は
、
聯
句
も
終
盤
と
な
り
、
釈
教
の
句
と
す
る
配
慮
で
あ
ろ
う
。

37
法
も
た
ゞ
謀
を
や
道
な
ら
ん　
　
　
　
　

其
阿

〔
式
目
〕
雑　

釈
教
（
法
）　

②
法
1

〔
語
釈
〕
○
法　

仏
法
。
○
謀　

は
か
り
こ
と
。
計
略
・
籌
策
。
こ
こ
で

は
方
便
の
意
か
。

〔
句
意
〕
そ
の
法
も
た
だ
方
便
を
手
立
て
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

〔
付
合
〕「
仏
→
御
法
」（
連
珠
）。
前
句
で
「
仏
」
に
詩
を
推
敲
さ
せ
る
の

は
お
か
し
い
が
、
そ
れ
も
仏
法
の
方
便
な
の
か
、
と
応
じ
た
。
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38
身
を
治
て
ぞ
世
を
お
さ
め
し
る　
　
　
　

周
誾

〔
式
目
〕
雑　

人
倫
（
身
）　

述
懐
（
句
意
）　

⑤
世
1

〔
語
釈
〕
○
身
を
治
て
ぞ　

行
い
を
整
え
る
。
脩
身
。
呂
氏
春
秋
巻
三
・

季
春
「
昔
者
先
聖
王
成
其
身
而
天
下
成
、
治
其
身
而
天
下
治
（
昔
の
先
聖

王
は
其
の
身
成
り
て
天
下
成
る
、
其
の
身
を
治
め
て
天
下
治
ま
る
）」（
太

平
御
覧
巻
七
二
〇
に
も
）、
あ
る
い
は
大
学
「
身
脩
而
后
家
斉
、
家
斉
而

后
国
治
、
国
治
而
后
天
下
平
（
身
脩
ま
り
て
后
に
家
斉
ふ
、
家
斉
ひ
て
后

に
国
治
ま
る
、
国
治
り
て
后
に
天
下
平
ら
か
な
り
）」、
所
謂
八
条
目
の
一

つ
。
○
お
さ
め
し
る　

統
治
す
る
。「
海
の
は
て
山
の
お
く
ま
で
を
さ
め

し
る
御
代
に
ぞ
な
び
く
浪
も
嵐
も
」（
弘
長
百
首
・
祝
・
六
九
五
、
基
家
）。

〔
句
意
〕
自
身
の
行
い
を
き
ち
ん
と
し
た
上
で
世
を
統
治
す
る
。

〔
付
合
〕
前
句
の
「
謀
」
を
統
治
の
手
段
と
見
た
。
用
例
は
「
い
か
に
い

ひ
て
か
人
を
靡
け
む
／
み
だ
れ
た
る
国
を
治
む
る
は
か
り
こ
と
」（
竹
林

抄
・
雑
下
・
一
五
四
二
、
専
順
）、「
う
ら
う
へ
の
あ
る
を
つ
か
ひ
に
と
も

な
ひ
て
／
は
か
り
こ
と
に
ぞ
民
も
お
さ
ま
る
」（
羽
柴
千
句
第
九
・
一
〇

〇
、
兼
如
）
な
ど
連
歌
に
は
あ
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
権
道
で
あ
る
と
し

て
、
道
学
に
沿
っ
た
主
張
を
す
る
。

39
何
事
も
心
を
種
の
わ
ざ
な
れ
や　
　
　
　

長
伝

〔
式
目
〕
雑　

述
懐
（
心
）

〔
語
釈
〕
○
心
を
種
の　

古
今
集
仮
名
序
「
や
ま
と
う
た
は
人
の
心
を
種

と
し
て
」。
○
わ
ざ　

意
図
的
な
行
為
。

〔
句
意
〕
万
事
、
心
か
ら
起
き
る
行
い
で
あ
ろ
う
よ
。

〔
付
合
〕
前
句
の
大
学
に
は
「
欲
脩
其
身
者
、
先
正
其
心
（
其
の
身
を
脩

め
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
づ
其
の
心
を
正
し
う
す
）」
と
あ
る
。
あ
る
い

は
「
心
地
含
諸
種
、
普
雨
悉
皆
萌
（
心
地
に
諸
の
種
を
含
み
、
普
き
雨
に

悉
く
皆
萌
す
）」（
景
徳
伝
燈
録
巻
五
）
に
よ
る
か
。
こ
の
偈
は
広
く
知
ら

れ
て
お
り
、
風
姿
花
伝
第
三
問
答
条
々
に
も
引
用
さ
れ
る
。

40
わ
す
る
ゝ
草
の
し
げ
ら
ず
も
が
な　
　
　

蘭

〔
式
目
〕
雑　

植
物
草
（
わ
す
る
ゝ
草
）

〔
語
釈
〕
○
わ
す
る
ゝ
草　

忘
れ
草
。
萱
草
と
も
。
身
に
つ
け
る
と
物
思

い
を
忘
れ
る
と
い
う
。「
忘
草
た
ね
と
ら
ま
し
を
逢
ふ
事
の
い
と
か
く
か

た
き
物
と
し
り
せ
ば
」（
古
今
集
・
恋
五
・
七
六
五
、
よ
み
人
知
ら
ず
）。

心
に
も
生
え
、
古
く
か
ら
そ
の
種
を
問
題
に
し
た
。

〔
句
意
〕
そ
こ
に
忘
れ
草
が
茂
ら
な
い
で
欲
し
い
。

〔
付
合
〕「
心
の
種
」
か
ら
「
忘
る
る
草
」
は
、「
今
は
と
て
忘
る
る
草
の

種
を
だ
に
人
の
心
に
ま
か
せ
ず
も
が
な
」（
伊
勢
物
語
・
二
十
一
段
・
三

九
）
な
ど
で
導
く
。

41
若
盟
兄

8

8

8

弟
好
3

3

（
盟
の
若
し　

兄
弟
の
好
み
）　

湖
月

〔
式
目
〕
雑　

人
倫
（
兄
弟
）

〔
語
釈
〕
○
兄
弟
好　

兄
弟
の
仲
。「
愛
君
兄
弟
好
、
書
向
潁
中
誇
（
君
の

兄
弟
の
好
き
を
愛
す
、
書
し
て
潁
中
に
向
ひ
て
誇
ら
ん
）」（
岑
嘉
州
集
・

巻
五
「
夏
初
醴
泉
南
楼
送
太
康
顔
少
府
（
夏
初
醴
泉
の
南
楼
に
太
康
の
顔

少
府
を
送
る
）」）。

〔
句
意
〕
盟
約
の
よ
う
だ
、
兄
弟
の
仲
ら
い
は
。

〔
付
合
〕
わ
す
る
る
草
→
兄
弟
。
こ
の
寄
合
は
、
俊
頼
髄
脳
や
今
昔
物
語

集
巻
三
十
一
・
兄
弟
二
人
殖
萱
草
紫
菀
語
第
二
十
七
に
見
え
る
説
話
に
基

づ
く
。
中
世
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
説
話
で
、
詞
源
略
注
は
俊
頼
髄
脳
を
引
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用
す
る
。
ま
た
法
華
経
直
談
鈔
や
法
華
経
鷲
林
拾
葉
鈔
に
も
見
え
る
。
兼

載
の
古
今
集
講
釈
を
兼
純
が
聞
書
し
た
古
今
私
秘
聞
（
国
文
学
研
究
資
料

館
蔵
正
宗
文
庫
旧
蔵
本
）
は
、
恋
五
・
八
〇
二
番
歌
の
注
で
、「
漢
古
事
」

と
し
て
掲
げ
る
。「
漢
古
事
ニ
云
フ
、
兄
弟
二
人
、
親
没
後
ニ
思
ヒ
ヲ
セ

シ
ニ
、
兄
ハ
余
リ
ニ
思
ガ
切
ナ
レ
バ
忘
レ
サ
セ
給
ヘ
ト
祈
ル
。
弟
ハ
セ
メ

テ
嘆
ク
コ
ソ
形
見
ナ
レ
バ
是
不
忘
様
ニ
祈
ル
。
親
ノ
墓
ヨ
リ
鬼
神
出
デ

テ
、
兄
ニ
ハ
萱
ヲ
与
ヘ
テ
、
是
ハ
我
ガ
心
也
可
忘
ト
云
ヘ
リ
。
弟
ニ
ハ
紫

菀
ヲ
与
ヘ
テ
ハ
我
ガ
カ
バ
ネ
也
ト
云
ヘ
リ
。
依
之
、
心
ノ
方
ヲ
取
リ
テ
読

メ
ル
歌
也
」。

42
ね
ぐ
ら
の
鳥
の
去
さ
ら
ぬ
こ
ゑ　
　
　
　

恵
臨

〔
式
目
〕
春
（
鳥
）　

動
物
鳥
（
鳥
）　

居
所
体
（
ね
ぐ
ら
）　

④
鳥
1

〔
語
釈
〕
○
ね
ぐ
ら
の
鳥　
「
眠
っ
て
い
る
鳥
。
詩
歌
語
」（
日
葡
辞
書
）。

鳥
は
鴬
か
。「
あ
け
わ
た
る
都
の
花
の
ね
ぐ
ら
を
ば
出
て
も
去
ら
ぬ
鴬
の

な
く
」（
招
月
正
徹
詠
歌
・
四
〇
・
洛
鴬
）。
○
去
さ
ら
ぬ　
「
さ
り
さ
ら

ぬ
」
は
、
一
方
は
去
り
、
も
う
一
方
は
去
ら
な
い
、
の
意
か
。「
待
れ
つ

る
雲
間
の
月
の
い
か
な
れ
ば
影
し
影
せ
ぬ
宿
を
分
く
ら
ん
」（
甲
信
紀
行

の
歌
・
実
澄
）。

〔
句
意
〕
塒
で
寝
て
い
た
鳥
は
、
あ
る
い
は
飛
び
去
り
、
あ
る
い
は
去
ら

ず
に
い
て
鳴
い
て
い
る
。

〔
付
合
〕
前
句
の
兄
弟
を
、
巣
中
の
鳥
た
ち
に
転
じ
た
。

43
野3

遭
春
8

8

日
促
3

3

（
野
に
春
日
の
促
す
に
遭
ふ
）　

晴
信

〔
式
目
〕
春
（
春
日
）　

光
物
（
春
日
）　

②
野
1

〔
語
釈
〕
○
春
日
促　

春
の
日
が
ま
る
で
野
遊
び
に
せ
き
立
て
る
よ
う
照

ら
す
。

〔
句
意
〕
春
の
う
ら
ら
か
な
日
に
誘
わ
れ
て
野
遊
び
に
出
か
け
る
。

〔
付
合
〕
な
お
寒
い
の
で
、
春
日
が
野
に
出
る
よ
う
促
す
と
し
た
。
ま
た

塒
の
鳥
が
鴬
と
す
れ
ば
初
春
の
光
景
。
ね
ぐ
ら
を
出
ぬ
鴬
☞
余
寒
〈
さ
ゑ

か
へ
る
〉（
拾
花
集
）。

44
雪
使
3

3

韶
光
8

8

纔5

（
雪
は
韶
光
を
纔
か
な
ら
し
む
）　

龍

〔
式
目
〕
春
（
韶
光
）　

光
物
（
韶
光
）　

降
物
（
雪
）　

④
雪
1

〔
語
釈
〕
○
韶
光　

春
の
う
ら
ら
か
な
光
、
そ
の
景
色
。
白
雪
と
合
わ
せ

て
瑞
祥
と
し
た
か
。「
若
使
韶
光
知
我
意
、
今
宵
旅
宿
在
詩
家
（
若
し
韶

光
を
し
て
我
が
意
を
知
ら
し
む
れ
ば
、
今
宵
の
旅
宿
は
詩
家
に
在
ら
ま

し
）」（
和
漢
朗
詠
集
・
春
・
三
月
盡
・
五
四
、
道
真
）。

〔
句
意
〕
雪
は
春
の
陽
光
を
僅
か
な
も
の
に
す
る
。

〔
付
合
〕
余
寒
の
光
景
と
し
て
付
け
た
か
。「
い
ま
さ
ら
に
雪
ふ
ら
め
や
も

か
げ
ろ
ふ
の
も
ゆ
る
春
日
と
な
り
に
し
も
の
を
」（
新
古
今
集
・
春
上
・

二
一
、
よ
み
人
知
ら
ず
）
な
ど
。
た
だ
、
こ
れ
は
降
雪
で
は
な
く
、
残
雪

が
白
く
輝
い
て
、
陽
光
を
忘
れ
さ
せ
る
、
と
い
う
も
の
か
。

附
記　

和
漢
聯
句
の
閲
覧
と
注
釈
刊
行
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
積
翠
寺
住

職
井
村
一
昭
師
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助

金
「
郷
土
史
料
を
活
用
し
た
戦
国
大
名
文
芸
の
注
釈
と
研
究
─
上
杉

氏
・
武
田
氏
を
中
心
に
」（17K

02424

）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
お
が
わ
・
た
け
お
）
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（
式
目
表
）

8

本
文
と
作
者

花
月

季

光
時

聳
降

山
水

動
植

人

居
衣

旅
名

恋
述

神
釈

一
座
何
句
物

初　　折　　表

1

心
も
て
染
ず
は
ち
ら
じ
小
萩
原

晴
信

秋

　

草

④
原
1

2

新
霜
有
雁
来

龍

秋

　

降

鳥

②
雁
1

3

搗
衣
空
外
力

鳳
栖

秋

　

衣

④
空
1　

①
砧
1

4

か
り
寝
の
夢
の
覚
る
ほ
ど
な
き

蘭

雑
　

夜

旅

④
寝
1

5

月
は
猶
残
る
雲
間
の
影
涼
し

台
運

月

夏

光
夜

聳

③
夏
月
1　

②
涼
1

6

晩
雨
は
る
ゝ
あ
と
の
山
の
端

其
阿

夏
　

夕
　

降

山
体

①
晩
雨
1

7

水
上
も
わ
か
ず
落
く
る
滝
見
え
て

恵
臨

雑

山
用
水
体

①
滝
1

8

龍
門
魚
曝
腮

湖
月

雑

水
外

　

名

初　　
88

折　　
88

裏

9

名
に
高
き
道
を
ぞ
あ
ふ
ぐ
家
の
風

長
伝

雑

居
体

　

述

③
家
1

10

末
ま
で
色
の
ふ
か
き
こ
と
の
葉

周
誾

雑

②
こ
と
の
葉
1

11

写
情
春
意
緩

晴
信

春

12

政
質
泰
爻
回

鳳
栖

春

13

八
重
咲
も
ひ
と
へ
を
花
の
初
に
て

龍

花

春

　

木

④
花
1

14

う
す
き
霞
に
匂
ふ
梅
が
香

信
常

春

聳

　

木

⑤
梅
1

15

仮
山
含
万
象

蘭

雑

山
体

16

巨
海
極
三
才

晴
信

雑

水
体

②
海
1

17

潮
与
佩
声
漲

龍

雑

水
用

②
潮
1

18

泉
令
琴
韻
摧

鳳
栖

夏

水
体

②
泉
1

19

記
晴
歌
月
出

（
鳳
栖
）
月

秋

光
夜

20

星
ま
つ
る
夜
の
半
天
の
雲

台
運

秋

光
夜

聳

21

稀
に
あ
ふ
露
の
契
は
う
き
ち
ぎ
り

其
阿

秋

　

降

恋

22

来
跡
草
無
媒

龍

雑

　

草

人

恋
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名　残　折　表

23

占
隠
人
倫
絶

湖
月

雑

人

居
体

　

述

24

ひ
と
り
伴
ふ
友
鶴
の
声

蘭

雑

鳥

②
鶴
1

25

盡
欲
縮
湘
景

晴
信

雑

　

名

26

漕
ゆ
く
船
の
遠
き
う
ら
波

台
運

雑

水
外

旅

27

仄
に
も
見
渡
し
か
す
む
朝
朗

其
阿

春
　

朝

聳

28

花
の
香
ふ
か
く
月
の
こ
る
空

長
伝

花
月

春

光
朝

　

木

②
花
2　

③
朝
月
1　

④
空
2

29

鴬
舌
啼
春
破

湖
月

春

鳥

③
鴬
1

30

帰
る
山
路
は
霧
や
む
せ
ば
ん

信
常

秋

聳

山
体

旅

31

就
荒
黄
落
采

鳳
栖

秋

　

木

32

炊
黍
黒
甜
槐

龍

秋

木

33

ゆ
く
心
千
里
隔
つ
る
波
も
な
し

蘭

雑

水
用

34

幾
度
緑
徘
徊

鳳
栖

夏

　

草

35

吟
履
為
誰
湿

湖
月

雑

人

恋

③
履
1

36

詩
篇
教
仏
推

鳳
栖

雑

　

釈

名　残　折　裏

37

法
も
た
ゞ
謀
を
や
道
な
ら
ん

其
阿

雑

　

釈

②
法
1

38

身
を
治
て
ぞ
世
を
お
さ
め
し
る

周
誾

雑

人

　

述

⑤
世
1

39

何
事
も
心
を
種
の
わ
ざ
な
れ
や

長
伝

雑

　

述

40

わ
す
る
ゝ
草
の
し
げ
ら
ず
も
が
な

蘭

雑

　

草

41

若
盟
兄
弟
好

湖
月

雑

人

42

ね
ぐ
ら
の
鳥
の
去
さ
ら
ぬ
こ
ゑ

恵
臨

春

鳥

居
体

④
鳥
1

43

野
遭
春
日
促

晴
信

春

光

②
野
1

44

雪
使
韶
光
纔

龍

春

光

　

降

④
雪
1


